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日本留学海外拠点連携推進事業サブサハラ拠点
～留学誘致活動の事例紹介～

北海道大学アフリカルサカオフィス（ザンビア大学内）

留学希望者より問い合わせのメールが

本拠点に入る➡目標や希望コースなど

を丁寧にヒアリング、メールでカウンセ

リングとアドバイス（計10回以上）➡紹

介したコースに本人が応募、合格

1.個別留学相談対応

九州、北海道の大学

を丁寧にヒアリング、メールでカウンセ

リングとアドバイス（計10回以上）➡紹

介したコースに本人が応募、合格

リングとアドバイス（計10回以上）

（日本語教育➡短期留学➡国費留学）

現地大学で日本語講座を受講➡本拠点

を通じて国内大学へ短期留学➡本拠点

が申請支援し、国費奨学生に合格

（複数事例）

2.持続的な機会提供

日本語教育が留学に繋がった

（研究者紹介➡大学間協定➡留学選考補佐）
本事業主催の留学フェアに参加した日本
の大学に現地大学を紹介➡両大学間に
おいて学術交流協定の締結➡国費留学
生受け入れに際して奨学金制度説明や
選考などの支援

3.日本国内の研究者支援

甲信越の大学

本拠点（ザンビア大学内）を訪問した日

本の大学からの研究者の希望に沿って、

ザンビア大学の国際関係部署や研究者

を紹介➡大学間ネットワーク構築の支援

5.大学間連携構築支援

東北、四国、関西の大学

留学フェアに参加した成績優秀者を国

費奨学金制度（大学推薦枠）をもつ日

本の大学に紹介➡本拠点による調整

➡推薦、合格

4.奨学金候補者のマッチング

海洋系大学

現地大学で日本語講座を受講➡本拠点

を通じて国内大学へ短期留学➡本拠点

が申請支援し、国費奨学生に合格が申請支援し、国費奨学生に合格

おいて学術交流協定の締結➡国費留学
生受け入れに際して奨学金制度説明や
おいて学術交流協定の締結➡国費留学
生受け入れに際して奨学金制度説明や
おいて学術交流協定の締結➡国費留学
生受け入れに際して奨学金制度説明や
おいて学術交流協定の締結➡国費留学
生受け入れに際して奨学金制度説明や生受け入れに際して奨学金制度説明や

本の大学に紹介➡本拠点による調整本の大学に紹介➡本拠点による調整本の大学に紹介➡本拠点による調整

ザンビア大学の国際関係部署や研究者

を紹介➡大学間ネットワーク構築の支援

貴学の国際化推進そして多文化共生の実現に、ぜひ本事業サブサハラ拠点をご活用ください！

ご　挨　拶

 北海道大学アフリカルサカオフィス所長

大学院獣医学研究院教授　奥村　正裕

　北海道大学アフリカルサカオフィスは、サハラ砂漠以南アフリカ（以下、サブサハラ・アフリカ）地

域における北海道大学の在外情報発信拠点として、2012 年にザンビア共和国の首都ルサカにある最高

学府ザンビア大学内に開設されました。これは、本学とザンビア大学間における 30 年を超える長期間

の協力・連携関係によるものです。

　開設以来、本オフィスではザンビア共和国をはじめ、アフリカ地域での北海道大学の広報、留学生の

誘致、研究者交流のサポートを実施してきました。本学では、獣医学、感染症学、工学、農学、理学、

環境科学、人文科学などの分野において研究者や学生の交流が行われおり、さらに多くの分野において

研究者や学生の交流が活発に行われるよう活動していきたいと考えています。

　2014 年、北海道大学では文部科学省から 5 年間、サブサハラ・アフリカ地域を担当する留学コーディ

ネーターをアフリカルサカオフィスに配置する事業（留学コーディネーター配置事業）を受託し、本学

のみならず、本邦すべての大学を対象に、留学を通して高い教育を受けることを希望する現地の優秀な

学生の誘致活動を実施してきました。その間、在外公館、邦人団体・企業、現地での教育・研究活動を

実施されている本邦大学関係者、アフリカ各国の政府や大学関係者など、多くの方々の多大な協力をい

ただき、総数はアジア地域には遠く及びませんが、日本への留学生および希望者の数とその広がりの基

盤形成を目指してきました。2019 年には、文部科学省よりさらに 5 年間の予定で「日本留学海外拠点

連携推進事業」を受託し、同事業の新たな拠点として、ケニア共和国の日本学術振興会ナイロビ研究連

絡センター内にアフリカルサカオフィスのサテライトオフィスを開設いたしました。留学コーディネー

ターは、そのサポートスタッフを含めて 6 名に拡充され、優秀な留学希望者に対して留学後のキャリア

パス形成も視野に入れることができるような情報発信を日々心掛けて活動しています。

　現在、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大によって停滞する社会・経済的な環境において

も、留学コーディネーターたちは、高い教育を希求する現地の優秀な若者たちに日本留学のすばらしさ

を広報して留学の希望を持ち続けるよう激励しつつ、近い将来日本で勉強し、本人たちのみならず、受

け入れていただいた大学、日本社会にも貢献してくれることを目指して活動を展開しています。アフリ

カでの高等教育を希望する学生の流動性は極めて高く、必ずしも初等・中等教育環境のすぐれない環境

でその頭角を現し、語学の適応性に長けたそれらの学生たちは高いポテンシャルを持っていると期待さ

れます。日本の大学の関係者・教育担当者の皆様におかれましては、是非ともご自身の指導を受ける学

生の一人として、将来有望なアフリカからの留学生の受け入れをご検討いただけますと幸いです。

　本文に、私共の本年度の活動内容を紹介させていただきます。今後とも、留学コーディネーターの活

動にご理解とご協力をお願いさせていただくとともに、留学コーディネーターを貴学のアフリカにおけ

る留学広報に是非ともご活用ください。私ども、北海道大学アフリカルサカオフィスは、日本留学海外

拠点連携推進事業サブサハラ拠点として、これからも日本とサブサハラ・アフリカの教育・研究の架け

橋として尽力してまいります。
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  【日本留学を経験し、活躍するサブサハラ・アフリカ出身者の記事等】

①『アフリカ出身者として初めて日本の大学の学長に就任』
　　ウスビ・サコさん、マリ共和国出身、元留学生（京都大学）、現 京都精華大学学長
　　https://www3.nhk.or.jp/news/special/education/articles/article_22.html　（NHK 2020 年 7 月 31日）

②『ナイジェリア人留学生の挑戦・日本の養殖技術で母国の食糧不足の解決を目指す』

　　イフェアニー・チュクさん、ナイジェリア出身、現役留学生（北海道大学）
　　https://www.youtube.com/watch?v=giCXVTCG-iU　（NHK 2020 年 3 月 23 日）

③『感染症克服に挑む、抗菌タンパク質を薬に』

　　ニヨンサバ・フランソワさん、ルワンダ出身、元留学生（順天堂大学）、現 順天堂大学教授
　　http://www.ifsa.jp/index.php?cmd=read&page=Africa11&word=%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB
　　（国際留学生協会向学新聞 2019 年 6 月1日）

④『ジョモ・ケニヤッタ農工大学の女性学長は元日本留学生』

　　ヴィクトリア・ワンブイ・ングミさん、ケニア出身、元留学生（広島大学）、現 ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長
　　https://www.kenet.or.ke/content/prof-victoria-wambui-ngumi-phd　（Kenya Education Network Trust）

⑤『内戦や医療の不備などに苦しむ母国ウガンダの女性を支援』

　　バゲンダ・ドミニクさん、ウガンダ出身、元留学生（北海道大学）、現 はこだて未来大学准教授
　　https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n510f7681c862　（NHK 2021 年 1月 27 日）

⑥『ザンビアの教育力を上げる取り組み』

　　ベンソン・バンダさん、ザンビア出身、元留学生（広島大学）、現 ザンビア教育省国立科学センター所長
　　https://www.jica.go.jp/publication/mundi/202007/ku57pq00002mat72-att/06.pdf　（JICA 2020 年7月16日）

⑦『地域おこし協力隊に！、大阪マラソン優勝者』

　　ガンドゥ・ベンジャミンさん、ケニア出身、元留学生（日本大学）、現 壬生町地域おこし協力隊員
　　https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2020080700018/　（壬生町公式 WEB 2020 年 8 月14 日）

⑧『元日本留学生、ガーナ大学の学長に就任』

　　エベネゼ・オウスさん、ガーナ出身、元留学生（高知大学）、現 ガーナ大学総長
　　https://www.gh.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000099.html　（在ガーナ日本国大使館 2017 年 11月 3 日）

⑨『元日本留学生、駐日ナイジェリア大使に』

　　モハンメド・ガナ・イサさん、ナイジェリア出身、元留学生（北海道大学）、前　本邦駐箚ナイジェリア連邦共和国大使
　　https://www.japantimes.co.jp/jnu/2018/05/14/jnu-embassy/jnue-africa/embassy-of-the-federal-republic-of-nigeria/mohammed-gana-yisa/
　　（The Japan Times 2018 年 5 月 30 日）

⑩『王立英国建築家協会の 2021RIBA ゴールドメダル受賞』

　　デイビッド・アジャウィさん、ガーナ出身、元留学生（京都芸術大学）、芸術家（王立英国建築家協会の 2021RIBA ゴールド
メダルを受賞）

　　https://architecturephoto.net/102314/　（architecturephoto　2020 年 10 月 4 日）

⑪『地方の人材不足に新戦力 外国人留学生で活路拓く－アフリカ人留学生の魅力』

　　https://ybs.yomiuri.co.jp/cabinet-offi  ce/africaseminar/　（YOMIURI BRAND STUD　2020 年 2 月）

日本留学海外拠点連携推進事業サブサハラ拠点による
日本の教育機関へのサポート

▶留学生たちの日本での生活・就学の様子をサブサハラ・アフリカ地域に向けて発信！
▶各大学の教育課程情報、申請日程などをサブサハラ・アフリカに向けて紹介！

ホームページ https://www.studyinjapan-africa.com/ 日本語

ポータルサイト（英語） https://studyinjapan-africa-portal.com

Facebook（英語） https://www.facebook.com/STUDYinJAPANforAFRICA

Twitter（英語） https://twitter.com/StudyJPN_africa

◆ 日本を身近にするオンライン広報
　（ホームページ、Facebook、Twitter）

▶サブサハラ・アフリカの大学や高校、日本語教育を含む教育機関などへの留学広報を
支援！

▶サブサハラ・アフリカで留学フェア、説明会などを開催し、直接アピールの場を提供！

◆ 多様な留学ターゲット層への
各大学のアプローチ支援

▶学生交流の基盤となる大学間協定の締結を支援！
▶各大学への入学希望者の紹介、各大学からのサブサハラ・アフリカに関する各種問
合せに対応！

▶入試・入学手続き等、サブサハラ・アフリカの申請者への渡日前フォロー！

◆ きめ細かなマッチング・サポート

ぜひ貴学の情報を
お寄せくださ

い

アフリカの
優秀な学

生を

貴学と結び
つけます

日本留学海外拠点連携推進事業
サブサハラ拠点

（北海道大学アフリカルサカオフィス、ナイロビサテライト）

studyinjapan@oia.hokudai.ac.jp

お気軽に、お問い合わせください

ホームページ Facebook

Twitter
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3 支援内容紹介 4 活躍するサブサハラ・アフリカ出身者



日本語で工学知識を学ぶことを重要視した学部課程への留学生。あしなが育英会から
の奨学金を得て渡日。（なお、あしなが育英会・あしながウガンダ心塾と本事業も連携
をはかっている。）

2020 年 7 月提供

日本で MBA を取得後に日本で就職して 6 年間働き、母国に戻って日系企業の西アフ
リカ支店で、総務部長兼セールス・マーケティングマネージャーとして活躍している
ケース。

2020 年 7 月提供

アフリカで大きな課題となっている交通事故の減少を目指して研究に取り組む博士後
期課程の院生。大学間協定が日本留学を導いたケース。

2020 年 6 月提供
政府人材として日本に留学し海洋分野政策を研究。島嶼国であるモーリシャスに帰国
後、貿易・海運の推進を担当している。

2020 年 7 月提供

Mr. Yves Petemoya Clinton Mr. KOUAKOU Koffi Valerie

Mr. Celso Luís Fernando Ms. Nawshin MAHADOOA

Bachelor Course in Civil Engineering, University of Fukui Master of Business Administration (MBA), Kwansei Gakuin University
Working at Unilever Japan / Zuiko Corporation, Tokyo / Osaka, Japan

PhD course, Traffic Engineering, Ehime University Masters in Marine Science in the course of Marine Policy and Management, 
Tokyo University of Marine Science and Technology[TUMSAT]
Working at Economic Development Board, Port Louis, Mauritius

Democratic Republic of the Congo Cote d'lvoire

Mozambique Mauritius

Currently, I am studying Civil Engineering at the University of Fukui. Before starting my university, I went to a Japanese 
language school for one year and half. The goal of this program is to prepare for university’s application and to get a necessary 
level of Japanese for studying in a Japanese university in Japanese. 

I decided to study in Japanese because I want to learn more from Japanese about civil constructions. To interact with Japanese 
civil engineers, understand their thoughts and learn how they have developed the Japanese railway traffic, it will help me when 
I go back to my country to contribute for it's development as well.

In the future, I would like to become a civil engineer and contribute to the development not only of my country but wherever the 
traffic network still undeveloped. That is the reason why I choose to study in Japan, and get knowledges on how to build roads, 
bridges, tunnels, etc.

Japanese universities are great places where you can meet and interact with people of all around the world. Also, Japanese 
universities prepare student efficiently for their future career with practical classes and experimentations. —You won’t get 
bored.
////////////////
He is one of successful recipients of Ashinaga Africa Initiative 
https://en.ashinaga.org/

I am from a country that produces about 45% of world cocoa output. So, my MBA thesis focused on the supposed benefit of fair-
trade to cocoa farmers in developing countries, and especially to Ivorian farmers. A team of interviewers were sent in different 
locations in Cote d’Ivoire to interview 800 farmers on their farming practice, their revenue, and their awareness of Fair-trade. 
The findings of the questionnaire helped develop the thesis.

After my university degrees, I worked during 6 years in Japan before returning to the Ivory Coast. I currently work as the 
General Affair Director / Sales and Marketing Manager for the West African subsidiary of the Ajinomoto Group in Cote d’Ivoire.

Studying in Japan opened unthinkable doors to me. It was indeed a rich and unique experience in term of culture, knowledge, 
and know-how development. This is the opportunity to broaden your mind and expand the opportunities ahead. You will 
experience a “bizarre” world of high end technology harmoniously  cohabiting with centuries old traditions and culture. I strongly 
recommend it to any young African wanting to build up essential skills and learn a whole new philosophy of life. 

My studies are on road accident risk prevention. In my master’s degree, I analyzed the effects of different road environments 
conditions on the road's accident occurrence. Specifically, I focused on porous asphalt pavement material. Now, in my Ph.D., I 
am using artificial intelligence (AI) to develop a real-time accident risk prediction model for a road network scale. The focus is 
on the selection of the best factor for prediction and interpretability purposes of the model output. 

I chose to study in Japan because of the relationships between Ehime University and Lurio University in Mozambique (my 
workplace). There is a Memorandum of Understanding (MOU) for the alliance. 
After my studies, I will work as a researcher. I want to implement a laboratory for urban traffic studies. I, strongly, believe that 
my work will contribute to reducing the number of road accidents, traffic congestion and other road incidents. 

Studying in Japan allows you to experience a different working culture. It is interesting to see how people are committed to their 
business. The ultimate goal of whatever they do is to make their life easy, this is my impression. 
For example, sensing technology, house building techniques, etc. 
Japan is, undoubtedly, a place where African youth who wish to work for a better home country should come and get experience. 

I studied Marine Policy and Management at TUMSAT https://www.kaiyodai.ac.jp/graduateschool/ which has world class facilities for Marine 
Sciences and Marine Policy studies. Through the interactive lectures and seminars by eminent professors, I have gained incredible knowledge 
about Marine Trade, Peace and Security, International Laws of the Sea, Sustainable Development Goals, and Marine Environmental Policy 
amongst others. The university has a big number of foreign students coming from all over the world for their master’s degree or exchange 
programs. My research was related to conflict resolution of the natural resources utilization in the coastal areas of Mauritius. I learned about the 
dynamism of the coastal areas in supporting coastal livelihood, environmental ecosystem, tourism industry, and the fisheries industry and studied 
various mechanisms for conflict resolutions.

I was awarded the ABE Initiative Scholarship in 2016 and I resumed my position at the Economic Development Board after completing the 
masters degree and an internship at one of the leading consultancy firm in Japan. I am now involved in activities to promote trade and investment 
in new industries which also covers technology and innovation happening in the development of the marine and maritime industry. I am also the 
country manager for Kakehashi Africa https://www.facebook.com/kakehashiafrica/ - an NGO established to bridge Japan and Mauritius through 
ABE-Initiatives scholars.

I would recommend anyone who wants to experience the profound meaning of societies to consider Japan for their life education. The Japanese 
culture, in itself, is a kind of religion that enshrines respect, modesty, politeness, cleanliness and most importantly the culture of never giving up. 
Whether you will be in Tokyo or in Kyoto, you will experience the art of living through all the four seasons that come with their own set of colors 
and flavors. 
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5 留学希望者に向けた留学生・卒業生からのメッセージ



文部科学省　日本留学海外拠点
連携推進事業サブサハラ拠点

■所長　1名　 ■留学コーディネーター　4名

■事務職員　1名　 ■現地アドバイザー　1名

北海道大学アフリカルサカオフィス
（ナイロビサテライトを含む）

●日本の大学と留学コーディネーターとの連携の
サポート

●予算、庶務、人事関係手続き

北海道大学国際連携機構・国際部

●留学フェアへの参加誘致　
●アフリカ学生受入に関する情報提供　　●留学関連情報の共有

国内各大学

●留学生誘致活動の共有

省庁および関連機関等

●奨学金情報共有　　●広報活動の協働

留学支援団体

●大学間交流協定締結へ
の支援

●優秀な留学生獲得のた
めの情報収集

●研究者交流の促進支援
●日本人学生の現地教育
支援

学生流動性の活性化

学術交流ワークショップ（ガーナ）

●日本留学フェア開催（学術交流ワークショップを併催）
●広報（日本への留学案内）　　●学生・研究者交流支援促進

留学生誘致に向けて

●日本の奨学金および修学
制度の説明・紹介

●日本語学習サイトの紹介
●日本語教育コース設立支
援（ザンビア）

留学希望者への情報提供

日本留学フェア（南アフリカ）

●本学と交流のある国・機関に加え、当該域内で更に活
動を拡大
●日本の大学、関連省庁、在外公館、JASSO、JICA、
JSPS、日本語教育機関、留学支援団体、日本企業等と
の情報共有および協働

●当該域内の大学、教育機関等と協力した、日本留学
フェアの開催
●日本の大学が出席し、直接広報・留学相談が出来る機
会の提供
●遠隔地の国に所在する在外公館を通じた留学情報の
提供
●留学申請手続き等に関する支援
●留学希望者と日本の大学のマッチング支援と留学希
望者への情報提供
●受入れ大学とのインターネットを活用した面接・試
験等の補助
●留学後のフォローアップ体制構築
●日本留学経験者のネットワーク形成

日本留学海外拠点連携推進事業の概要

日本留学を促進するための活動

オールジャパンで日本留学を促進するためのハブとして

重点国（14カ国）
南アフリカ、ケニア、ナイジェリア、
ガーナ、タンザニア、ウガンダ、
ルワンダ、エチオピア、 ザンビア、
コートジボワール、ジンバブエ、
セネガル、モザンビーク、マダガス
カル

国別の詳細は「添付１」をご参照ください

サ
ポ
ー
ト
・
協
働情

報
提
供

活
動
の
活
性
化

サブサハラ・アフリカ地域内
■大学研究機関、政府機関等への広報
■日本語教育団体との協働
■在外公館・JICA等との連携
■日本企業との情報共有

今後5年間のサブサハラ・アフリカからの
留学生数目標
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202320222021202020192018

1704 1860 2030
2200 2400 2600

2018年比で1.5倍にする

※アフリカにとって日本は地理的に遠い上に、知人や友人もいないために社会的にも遠いイメージが強い。そこで、日本留
学への不安感を和らげてもらえるよう、日本で活動しているアフリカ人ネットワークや、日本とアフリカをつなぐアフリ
カ人ネットワークを留学希望者向けに紹介している。

本留学生団体は連絡先を開示し、アフリカ現地で日本留学を
検討している方からの相談も歓迎している。

2020 年 8 月提供

アフリカからの留学生とその卒業生によるネットワークであり、日本とアフリカ
5 地域（東西南北および中央）に支部、各国現地に国担当を設置する組織。日本
社会・企業との架け橋を目指す。留学希望者の相談も歓迎している。

2020 年 8 月提供

Hokkaido University African Student 
Association (HUASA)

Kakehashi Africa

Hokkaido University African Student Association (HUASA) was created with the intention of bringing African students together, helping 
them feel at home while studying abroad. In addition, HUASA also serves the purpose of bridging the academic gap between Hokkaido 
University research leaders and African students, as well as strengthening ties between Africa and Japan.  HUASA is involved in 
promoting African culture among foreign nationals through activities which showcase the rich beauty in diversities of African dances, 
songs and foods as well. You are welcomed to visit or join us and learn something more exciting about Africa and African students in 
Japan.

Japan is generally foreigner friendly with a high level of security. It is that country that accepts all individuals irrespective of your skin 
color. In addition, Japanese universities (e.g. Hokkaido university) provides a rich and conducive environment for research thus making 
study life interesting and convenient. Finally, Japan is richly blessed with the beauty of nature and there are so many exciting and 
breath-taking places to visit in Japan.

If you need to get engaged in research activities that are relevant, oriented to sustainability and impactful to society, then start thinking 
of Japanese Universities. Again, fi nding and identifying with a community of your national will be very helpful in making your study in 
Japan more memorable. 
Visit our Facebook and feel free to contact us - https://www.facebook.com/HUASAJapan/

Kakehashi Africa is an organization founded by ABE (African Business Education) Initiative students that are or have studied in Japan.  
Kakehashi which means bridge in Japanese, was created with the mandate of creating a bridge between Japan and African markets 
for the sustainable development of our societies.  With a 1000+ members from every country in Africa our mission is the exchange of 
reliable knowledge, matching of needs and resources and building of trust between our societies.

Japan is renowned for its safety, technological advancements and focus on research.  This is an excellent environment to focus on 
education.  The cultural exchange is also important in our globalized economy, therefore understanding how Japan functions, not only 
within business, but from an administrative perspective, will allow us to create sustainable change within our own countries. 

We highly recommend Japan to any prospective students, because as an educational destination, there are not many countries that can 
compete with Japan.  Japan is a nation with a rich culture and history which adds an unexpected value to the educational experience.  
This is a nation renowned for its safety, with people that are always willing to assist when you are in need.  Japan is also the top 
technological countries in the world and are always looking to improve through constant research, hence our recommendation. 
Feel free to contact us - https://www.kakehashiafrica.com/contact-us/
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学術交流ワークショップの開催

開催日 開催地 共催大学・機関 参加者数
日本の参加大学
現地 資料

2015 年 3 月 ザンビア・ルサカ ザンビア大学 227 1 大学 12 大学

2015 年 9 月 南アフリカ・プレトリア プレトリア大学 300 8 大学 11 大学

2016 年 2 月 タンザニア・ダルエスサラーム ダルエスサラーム大学 357 4 大学 9 大学

2016 年 10 月 ケニア・ナイロビ ナイロビ大学 500 7 大学 16 大学

2017 年 2 月 ガーナ・アクラ ガーナ大学 450 7 大学 21 大学

2017 年 9 月 エチオピア・アディスアベバ アディスアベバ大学 300 7 大学 20 大学

2018 年 2 月 ルワンダ・キガリ ルワンダ大学 1,000 7 大学 13 大学

2018 年 9 月 南アフリカ・ケープタウン ケープタウン大学 140 9 大学 19 大学

2019 年 2 月 ウガンダ・カンパラ マケレレ大学 170 4 大学 25 大学

2019 年 5 月 南アフリカ・プレトリア 在南アフリカ共和国日本国大使館 330 12 大学 20 大学

2019 年 9 月 ケニア・ナイロビ 在ケニア日本国大使館 240 9 大学 22 大学

2019 年 11 月 ガーナ・アクラ 在ガーナ日本国大使館 242 6 大学 24 大学

現地開催の日本留学フェア実績

日本留学フェアの開催

日本留学フェア（ガーナ）日本留学フェア（南アフリカ）

学術交流ワークショップ（ケニア）

● 2019 年度 参加大学総数（延べ）　26 校（日本側：14 校、アフリカ側：12 校）

●ライブ配信（モーリシャス、南アフリカ）
参加者数：87 名（モ）、635 名（南ア）　日本の参加大学数：35 校（モ）、43 校（南ア）

配信側（日本国内） 参加者側から見た画面（アフリカ国内）

➡➡

紹介する各大学とプログラムを交えた事前広報 参加者側から見た画面（アフリカ国内）

●メールとオンデマンド配信（マダガスカル、エチオピア）
参加者数：760 名（マ）、747 名（エ）　日本の参加大学数：37 校（マ）、41 校（エ）

配信側（日本国内） 参加者側から見た画面（アフリカ国内）

+➡➡

高校生を対象とした、各回 1 つの大学による学士課程プログラムを紹介する
シリーズ（計 3 回）を実施
●事前調査で得た、現地で人気の高い理系分野を紹介
●日本の大学、アフリカ人留学生、及び現地の高校の担当者を交えて、対話型で活発な質疑応答を実現
●現地の高校生と日本側の大学もライブで参加できる時間帯を考慮

● 2019 年度 開催回数　年 3 回　　●開催国　南アフリカ・ケニア・ガーナ
●日本の参加大学数（延べ）　現地 28 校、資料 68 校

● Face-to-face による大学間交流の促進
●大学間（学生交流）協定の締結支援
＊日本とアフリカの大学間交流協定のリストは「添付 3」を

ご参照ください。

オンライン日本留学フェアの実施（2020 年度）
 （4 か国に向け 4 回実施、参加者数総数：2,229 名、日本の参加大学延べ総数：156 校）

特定のプログラムを紹介する情報発信ウェビナーの実施（2020 年度）
（計 14ヵ国、54 の高校、参加者延べ総数：356 名）

※アフリカの通信事情（動画視聴の制約）やスマートフォン利用者を考慮➡各国毎の Facebook グループでのライブ配信と
メールとオンデマンド配信
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サブサハラ・アフリカにおける日本語教育実施状況（国際交流基金2017）

　（①ケニア31、②マダガスカル15、③コートジボワール7 等）

機関数:68

　（①ケニア48人、②マダガスカル28人、③コートジボワール15人）

教師数:126人

　（①コートジボワール2,662人、②マダガスカル1,537人、③ケニア1,107人）

学習者数:7,092人

日本語学習者は大幅増加傾向

エチオピア、ケニア、マダガスカル、ガーナ、コートジボワール等

ケニア、マダガスカル、南アフリカ、ガーナ、コートジボワール、ベナン、コンゴ民主共和国

各国の日本語教師会

①国際交流基金日本語専門家：
　-ケニヤッタ大学（ケニア）
②JICA海外協力隊：
　-ザンビア大学（ザンビア）
　-アンタナナリボ大学（マダガスカル）
　-ドドマ大学（タンザニア）
　-セント・トーマス大学（モザンビーク）
③民間の日本人教師
　-アディスアベバ大学、
　 メケレ大学（エチオピア）
　-プレトリア大学（南アフリカ）
　-ベナン、コンゴ民主共和国、
　 ナイジェリア等

日本人日本語教育関係者

日本語能力試験（JLPT）実施国

第1回アフリカ日本語教育会議
（2019年エチオピアで開催）に
おけるアフリカの参加国

N2以上の合格者はあまり多くないのが現状
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13.3%

75.5%

4.2%

0.5%

6.5%
大学（学部）・短大・高専

奨学金

大学院

入学までのプロセス

専修学校

留学後のキャリアパス 日本での生活 その他

準備教育課程

日本語

日本におけるサブサハラ・アフリカ留学生数の推移(JASSO 2020)

日本におけるサブサハラ・アフリカ留学生在学段階別(JASSO 2018)

留学希望者が日本留学に関して知りたい情報
（2020年度オンライン日本留学フェアのアンケート結果）

学部留学生の増加を目指した取り組み：フェア

参加大学の授業料免除や奨学金情報を含めた

「渡日前入試を実施する学部コースの一覧（添

付2）」を留学希望者に配布しています。

サブサハラ地域からの日本留

学希望者が事前に知りたい情

報のトップは「奨学金関連」で

あるため、「添付4」のサブサハ

ラ地域の学生が応募可能な奨

学金リストを日本留学希望者

に配布しています。

（％）
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エチオピア連邦民主共和国
Federal Democratic Republic of Ethiopia

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

国 土 の 4 割 を 占 め る 高 度
1500m 以上の土地に、人
口の 8 割が暮らす。紀元数
世紀から国家をもち、その
古代の時期にエチオピア正
教（独特のキリスト教）が
採用され、エチオピア文字
が生み出され、それらは今
も信仰、使用されている。
アフリカの多くが植民地化
された 19 世紀後半も独立
を 保 持。1974 年 に 帝 政
が終わり、長い内戦の末、
1991 年に新政権が発足。
宗教や文字に加え、穀物を
発酵調理する主食など、ほ
かのサブサハラ・アフリカ
には見られない独特な文化
を醸成している。

学校制度：8（初等教育）〜 4（中等教育）制

義務教育期間は 6 〜 13 歳（初等教育）。初等教育は第 1 サイ

クル（Grade 1-4）と第 2 サイクル（Grade 5-8）、中等教

育は普通課程（Grade 9-10） と大学・職業準備過程（Grade 

11-12）に分かれる。教授言語は各州によって異なるが、第

10 学年（Grade 10）以降は英語で授業が行われる。

高等教育は、2 〜 3 年間のディプロマ、3 〜 6 年間の学士課程、

その後、2 年間の修士課程、3 年間の博士課程となる。

2019 年現在、メケレ大学・アディスアベバ大学・Lycée 

Guebre-Mariam・自主勉強会の 4 機関で日本語教育を実施。

メケレ大学の日本語講座開講は 2008 年。アディスアベバ大学

では、8 クラス、年間約 40 週間 120 時間授業を実施、2018

年からの学習者総数は 220 名。

2018 年にエチオピア日本語教師会（JLTAE）が設立。2019

年に JLTAE 主催「第 1 回アフリカ日本語教育会議」（於：アディ

スアベバ）を開催。2021 年から日本語能力試験を実施予定。

2020 年 11 月アディスアベバで開催を予定していたが、
新型コロナ感染症の影響で中止。代替案として 2020 年 9
月から10月にかけてオンラインにて開催。参加者747名。

過去の日本留学フェア開催
2017 年 9 月アディスアベバ大学で開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：7
　フェア参加者：約 300 名

初等教育総就学率：101% （2015 年）

初等教育修了率：54.1% （2015 年）

前期中等教育総就学率：34.9% （2015 年）

前期中等教育修了率：29.5% （2015 年）

後期中等教育総就学率：17.5% （2015 年）

後期中等教育修了率：13.1% （2016 年）

大学進学率：8.1% （2014 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：3 (2020 年 )

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：0.8% （2014 年）

日本への留学生数：85 人 （2018 年）

エチオピアの大学と協定を持つ本邦大学数：13

海外への留学生総数：7,036 人 （2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②インド ③トルコ ④サウジア

ラビア ⑤イタリア （2017 年）

●首　都：アディスアベバ
●人　口：109,224,559 人 （2018 年）
●面　積：1,097,000㎢ （日本の約 3 倍）
●言　語：アムハラ語、オロモ語、英語など
●宗　教：キリスト教、イスラム教ほか
●通　貨：ブル（1US$=32.94 ブル 2020 年 4 月）
●主要産業：農業（コーヒー、豆類、種子油、穀物、綿など）、

皮革、花卉
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$130 （1998 年）

→ US$790（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：61.2% （1999 年） → 

30.8% （2015 年）
●乳幼児死亡率推移： 94.2% （1998 年） → 39.1% （2018 年）
●成人識字率推移：35.9% （2004年） → 51.8% （2017年）
●電化率：全国 44.3％、都市部 96.6％、地方 31％（2017 年）
●進出日系企業数：12 社 （2018 年）
●在留邦人数：204 人 （2018 年）
●在日エチオピア連邦民主共和国人数：447 人 （2019 年）

基本情報

2017 年フェア会場となったラス・マコンネン・ホール
（2019 年草の根文化無償により修復工事完了）

日本留学フェアの情報

サブサハラ・アフリカ地図

サブサハラ地域

添付 1：国別情報
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ウガンダ共和国
Republic of Uganda

概況

1962 年にイギリスから独
立し、軍事クーデターなど
を経て 1986 年に現政権が
樹立後、経済発展が進む。
1995 年には伝統的な王国
の儀礼的復権が承認される。
南部にナイル川の源流とな
る世界第 3 位の大湖ビクト
リア湖が広がる。平均海抜
1200m の高地で、豊富な
水量と温暖な気候により、
農業を主要産業とした。首
都に立地するマケレレ大学
は、東アフリカ地域で活躍
する官僚、政治家たちを輩
出してきた名門校。

●首　都：カンパラ

●人　口：42,723,139 人 （2018 年）

●面　積：241,000㎢ （ほぼ本州大）

●言　語：英語、スワヒリ語、ガンダ語

●宗　教：キリスト教（60%）、伝統宗教（30%）、イスラム教（10%）

●通　貨：ウガンダ・シリング（1US$=3,781.09UGX 2020 年 4 月）

●主要産業：農林水産業、製造・建設業、サービス業等

●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$290（1998 年）

→ US$620（2018 年）

●貧困率（国際貧困ライン）推移：51.5% （2006 年）

→ 41.7% （2016 年）

●乳幼児死亡率推移：94.2%（1998 年）→ 33.8%（2018 年）

●成人識字率推移：68.1%（2002 年）→ 76.5%（2018 年）

●電化率：全国22.0％、都市部57.0％、地方11.4％（2017年）

●進出日系企業数：22 社 （2017 年）

●在留邦人数：311 人 （2017 年）

●在日ウガンダ共和国人数：666 人（2019 年）

基本情報

教育制度概要 日本語教育の状況
学校制度：7（初等）〜 4（前期中等）〜2（後期中等）〜3（高等）

教育制

義 務 教 育 と し て の 定 め は な い。UPE（Universal Primary 

Education）政策（初等教育無償化政策）、USE（Universal 

Secondary Education 政策（中等教育無償化政策）が実施さ

れている。初等・中等教育のカリキュラムおよび補助教材は国

立カリキュラム開発センターが作成する。

初等教育終了時には初等学校卒業認定試験（PLE）、前期中等

教育終了時はウガンダ教育資格（UCE、通称「O レベル」）試験、

後期中等教育終了時にはウガンダ上級教育資格（UACE、通称「A

レベル」）試験がそれぞれ行われる。

ウガンダでの日本語教育は、1999 年ごろマケレレ大学の教授

夫人（日本人）により、同大学の Language Institute において、

学生や社会人対象の公開講座によって開始された。2018 年は、

教師 2 名により 2 機関で日本語教育が行われ、35 名が学習し

た。東亜大学はウガンダ・マーターズ大学における日本語教育

講座の開講に協力している。

数字で見る教育の状況

初等教育総就学率：102.7%（2017 年）

初等教育修了率：52.7%（2017 年）

前期中等教育総就学率：24.6%（2007 年）

前期中等教育修了率：26.4%（2017 年）

後期中等教育総就学率：-

後期中等教育修了率：17.6%（2016 年）

大学進学率：4.8%（2014 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：4（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：3.2%（2014 年）

日本への留学生数：81 人（2019 年）

ウガンダの大学と協定を持つ本邦大学数：11

海外への留学生総数：5,834 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②イギリス ③南アフリカ ④ケニア 

⑤サウジアラビア（2017 年）

2022 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
2018 年 2 月
マケレレ大学共催で開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：4
　フェア参加者：約 170 名

日本留学フェアの情報

ケニア共和国
Republic of Kenya

概況

英国植民地政策に抵抗し、
1963 年に独立した、英連
邦加盟国。標高 1700m に
ある冷涼な気候の首都ナイ
ロビは、アフリカ有数の大
都市で、国際機関の本部が
置かれ、外国企業がアフリ
カ進出する際の玄関口であ
り、中間層も多い。国土 8
割にあたる半乾燥地帯には、
多くの国立公園や保護区を
持つ。豊富な野生動物を鑑
賞できるサファリによる観
光業は主要産業である。

●首　都：ナイロビ
●人　口：51,393,010 人 （2018 年）
●面　積：583,000㎢ （日本の約 1.5 倍）
●言　語：スワヒリ語、英語
●宗　教：統宗教、キリスト教、イスラム教
●通　貨：ケニア・シリング（1US$=106.7KES 2020 年 5 月）
●主要産業：（農）コーヒー、紅茶、園芸作物、サイザル麻、綿花、（工）

食品加工、ビール、タバコ、セメント、（鉱）ソーダ灰、ほたる石
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$430 （1998 年）

→ $1,620 （2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：19.6% （1997 年）

→ 36.8% （2015 年）
●乳幼児死亡率推移： 67.8%（1998 年）→ 30.6%（2018 年）
●成人識字率推移：82.2%（2000 年）→ 81.5%（2018 年）
●電化率：全国 63.8％、都市部 81.1％、地方 57.6％（2017 年）
●進出日系企業数：54 社（2018 年）
●在留邦人数：685 人（2018 年）
●在日ケニア共和国人数：778 人（2019 年）

基本情報

教育制度概要 日本語教育の状況
学校制度：8（初等）〜 4（中等）〜 4（高等）教育制

初等教育は 2003 年より無償化され、2010 年に義務教育

化、中等教育は 2008 年より無償化（通学制中等学校が対

象）された。初等教育修了時は KCPE、中等教育は KCSE

という全校共通の修了認定試験が実施され、各試験の成績

により進学が決まる。高等教育は、大学の他、教員養成カ

レッジ、ポリテクニック及び各種高等職業訓練カレッジで

行われる。大学進学率が 2016 年に 10％を超えるように

なった背景には、2012 年まで大学数が 33 校であったが、

2018 年には 74 校とほぼ倍増したことが挙げられる。

ケニアにおける日本語教育は、民間団体の日本アフリカ文化交流協

会（Japan Africa Culture Interchange Institute:JACII） が 1975

年に日本語クラスを開設したことに始まる。

国立大学初の単位認定コースは、2004 年にケニヤッタ大学外国語

学科に日本語クラスが開設された。2006 年より国際交流基金日本

語専門家が派遣されている。

2001 年ケニア日本語教師会（JALTAK）設立。2004 年第 1 回日

本語弁論大会が開催され、2019 年 3 月に第 12 回目が開催された。

2018 年 は 43 機 関 で 日 本 語 教 育 が 実 施 さ れ、 教 師 111 名、

2500 名を超える学習者がいる。

2023 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
2016 年 10 月ナイロビで開催
　日本からの参加大学数：7
　フェア参加者：約 500 名
2019 年 9 月ナイロビにて開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：9
　フェア参加者：約 270 名

日本留学フェアの情報数字で見る教育の状況
初等教育総就学率：103.2%（2016 年）

初等教育修了率：99.7%（2016 年）

前期中等教育総就学率：56.8%（2009 年）

前期中等教育修了率：79.2%（2016 年）

後期中等教育総就学率：-

後期中等教育修了率：42.3%（2014 年）

大学進学率：11.5%（2017 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：7 (2020 年 )

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：2.7%

日本への留学生数：195 人（2019 年）

ケニアの大学と協定を持つ本邦大学数：27

海外への留学生総数：14,983 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②オーストラリア ③イギリス 

④南アフリカ ⑤カナダ（2017 年）
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タンザニア連合共和国
United Republic of Tanzania

概況

1964 年、大陸部のタンガ

ニーカとインド洋沖のザン

ジバル島が合邦しタンザニ

ア連合共和国が成立後「ア

フリカ型社会主義」が追及

されたが、1985 年以降経

済自由化をはじめ、社会主

義的政策が緩和される。ア

フリカ最高峰キリマンジャ

ロ山、アフリカ最大ビクト

リア湖、アフリカ最大水深

タンガニーカ湖と自然が豊

かで、国土の 25％は動物・

自然保護のために保存され

ている。

●首　都：ドドマ ※事実上の首都機能を有し、経済面でも
中心はダルエスサラーム

●人　口：56,318,348 人 （2018 年）
●面　積：945,000㎢（日本の約 2.5 倍）
●言　語：スワヒリ語（国語）、英語（公用語）
●宗　教：イスラム教、キリスト教、伝統宗教
●通　貨：タンザニア・シリング（1US$=2,313.7TZS 2020 年 5 月）
●主要産業：農林水産、鉱業・製造・建設等、サービス
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$270（1998 年）

→ $1,020（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：84.6%（2000 年）

→ 49.1%（2017 年）
●乳幼児死亡率推移： 87.3%（1998 年）→ 37.6% （2018 年）
●成人識字率推移：69.4%（2002 年）→ 77.9%（2015 年）
●電化率：全国32.8％、都市部65.3％、地方16.8％（2017年）
●進出日系企業数：27 社（2019 年）
●在留邦人数：295 人（2018 年）
●在日タンザニア連合共和国人数：443 人（2019 年）

基本情報

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

学校制度：7（初等）〜 4（前期中等）〜 2（後期中等）〜 3（高

等）教育制

義務教育期間は 7 歳〜 13 歳で、無償化されている。初等教育

から英語の授業がある。初等 4 年時に進級試験があり、7 年時

に全国統一試験がある。前期中等教育は、中学校（4 年）、小

学校教員養成学校（3 年）、職業訓練校に分かれる。後期中等

教育は高校（2 年）、教育養成カレッジ、工業カレッジ（3 年）

等がある。後期中等教育修了時に試験があり、成績優秀者はナ

ショナル・サービスという一種の兵役を 1 年間務めた後、大学

その他に進む。自治権を持つ島嶼部のザンジバルには教育職業

訓練省が設置され、学校体系が異なる。

日本語教育は 2009 年 10 月にドドマ国立大学人文学部で開設

された日本語講座が始まりである。同年に選択科目としての日

本語講座が開設され、翌 2010 年 10 月に日本語主専攻プログ

ラムが開設された。2013 年に第 1 期生を輩出している。

教師陣の不足により 2016-17 年度から日本語専攻は開設され

ず、選択必修科目の日本語講座のみ開講されている。JICA 青年

海外協力隊員が、レクチャー 2 時間＋セミナー 1 時間の週 3

時間×12 週間（1 セメスター）で指導している。タンザニア

国内の日本語学習者は約 100 名（2018 年）。

初等教育総就学率：94.2%（2018 年）

初等教育修了率：68.7%（2018 年）

前期中等教育総就学率：29.4%（2018 年）

前期中等教育修了率：29.6%（2018 年）

後期中等教育総就学率：7.1%（2018 年）

後期中等教育修了率：8.2%（2015 年）

大学進学率：4.0%（2015 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：6（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：2.8%（2015 年）

日本への留学生数：77 人（2019 年）

タンザニアの大学と協定を持つ本邦大学数：14

海外への留学生総数：7,046 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②インド ③イギリス ④マレーシア 

⑤ケニア（2017 年）

日本留学フェアはダルエスサラーム大学で開催され、国内の大学生や教職員
に加え、ダルエスサラーム市内の高校生らの参加もあった。

2021 年または 2022 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
2016 年 2 月ダルエスサラームで開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：4
　フェア参加者：約 350 名

日本留学フェアの情報

ルワンダ共和国
Republic of Rwanda

概況

ベルギーから 1962 年に独
立後、主に民族集団の対立
に起因して紛争が繰り返さ
れてきたが、2000 年代に
入り政情が落ち着き始める。

「千の丘の国」といわれるほ
ど起伏の多い地形が特徴的
で、マウンテンゴリラなど
多様な野生動物が生息し、
政府はエコツーリズムに力
を入れている。経済再建に
より、ビジネスのしやすさ
や透明性に関して域内で常
に上位にランクインする。
国会議員に占める女性の割
合が世界一高い。

●首　都：キガリ
●人　口：12,301,939 人（2018 年）
　　　　　※人口密度はアフリカでもっとも高い。
●面　積：26,300㎢
●言　語：ルワンダ語、英語、フランス語、スワヒリ語
●宗　教：キリスト教（カトリック、プロテスタント）、イスラム教
●通　貨：ルワンダ・フラン（1US$=946.8RWF 2020 年 5 月）
●主要産業：農業（コーヒー、茶等）
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$260 （1998 年）

→ US$780 （2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：672.1%（2006 年）

→ 55.5%（2016 年）
●乳幼児死亡率推移： 117.0%（1998 年）→ 27.0%（2018 年）
●成人識字率推移：64.9%（2000 年）→ 73.2%（2018 年）
●電化率：全国 34.1％、都市部 84.8％、地方 23.6％（2017 年）
●進出日系企業数：20 社 （2018 年）
●在留邦人数：134 人 （2017 年）
●在日ルワンダ共和国人数：89 人（2019 年）

基本情報

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

学校制度：6（初等）〜3（前期中等）〜3（後期中等）〜 4（高等）

教育制

義務教育期間は 6 歳〜 15 歳。基礎教育期間は 12 年間である。

2009 年以降、教育で使用される言語は英語となり、初等教育

から英語教育が義務化された。初等と前期中等教育の最終学期

に全国統一試験が行われ、上位学年への進級（進学）者が選定

される。後期中等最終学年で、毎年11月に国家試験が行われる。

ICT 立国を目指す政策によりデジタル教育「One-Laptop-Per-

Child（OLPC）、子ども 1 人に 1 台のラップトップを」への投

資と、マルチリンガル教育に力をいれる。

JICA 青年海外協力隊員が日本文化紹介として日本語を生徒に教
えたことがある。

2022 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
2018 年 2 月首都キガリにて開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：7（現地参加：2、オンライン：5）
　フェア参加者：約 1,000 名

＊ルワンダから日本への留学生の多くは工学部に在籍して
いる。その背景には、ルワンダ政府の ICT 立国を目指す
政策との関連がある。ルワンダ政府（ICT 省）は、神戸
市と ICT 分野の経済交流やパートナーシップの強化に取
り組んでいる。神戸市は神戸情報大学院大学と連携し、
JICA プログラムを通じて、ルワンダにおける ICT 人材
育成の支援をしており、神戸情報大学院大学において
ICT を学ぶルワンダ人留学生が多い（2018 年は 17 名、
2019 名は 10 名が在籍）。

日本留学フェアの会場のルワンダ大学には約 1,000 名の参加があった。

初等教育総就学率：133.0%（2018 年）

初等教育修了率：86.5%（2018 年）

前期中等教育総就学率：40.9%（2018 年）

前期中等教育修了率：36.8%（2018 年）

後期中等教育総就学率：30.6%（2018 年）

後期中等教育修了率：17.5%（2015 年）

大学進学率：6.7%（2018 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：1（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：6.4%（2018 年）

日本への留学生数：38 人（2019 年）

ルワンダの大学と協定を持つ本邦大学数：6

海外への留学生総数：4,839 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②コンゴ ③フランス ④カナダ 

⑤インド（2017 年）

日本留学フェアの情報

日本留学フェアはダルエスサラーム大学で開催され、国内の大学生や教職員
に加え、ダルエスサラーム市内の高校生らの参加もあった。
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モーリシャス共和国
Republic of Mauritius

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

インド洋のマダガスカル島
から約 900km 離れた無人
島であったところを、オラ
ンダ、フランス、イギリス
が順に植民地化。約 400 年
の植民史を経て 1968 年に
独立。民族構成が、インド
系 7 割、クレオール（アフ
リカ系混血）2 割に続き中
国系3％、フランス系2％と、
アジア系が卓越。国民 1 人
当たりの GNI がアフリカ内
の第 2 位（2018 年）。

学校制度：6（初等）〜 7（中等）〜 4（高等教育）制

英国の教育システムに基づく。義務教育期間は 5 歳〜 16 歳

（Grade 1-9 に該当）。英語、フランス語教育はすべての学校

で義務づけられる。

初等教育：初等教育証明書（CPE）取得で修了。

中等教育：3 年目に国の検定試験（Form III）、5 年目にケンブ

リッジ検定試験（SC/O レベル）を受け、合格すると、さらに

2 年間教育を受け、大学進学のための検定試験（HSC/A レベル）

を受ける。

※初等学校から大学まで公立であれば学費無料

組織だった日本語教育はされていない。一方、日本文化を通

して日本語に興味を持った人がオンラインで独学している。

2019 年末に、日本の大学で英語教師として 20 年以上の指導

経験のあるモーリシャス人が日本語会話教室を開始したもの

の、新型コロナ感染症の影響で 2020 年 3 月以降は活動休止

の状況である。

初等教育総就学率：101.1%（2018 年）

初等教育修了率：100.8%（2018 年）

前期中等教育総就学率：95.1%（2018 年）

前期中等教育修了率：86.8%（2018 年）

後期中等教育総就学率：82.4%（2018 年）

後期中等教育修了率：n/a

大学進学率：40.6%（2017 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：5（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：22%（2017 年）

日本への留学生数：6 人（2018 年）

海外への留学生総数：8,663 人（2017 年）

留学先トップ 5：①オーストラリア ②フランス ③イギリス 

④マレーシア ⑤セネガル（2017 年）

●首　都：ポートルイス
●人　口：1,265,303 人 （2018 年）
●面　積：2,040㎢ （ほぼ東京都大）
●言　語：英語（公用語）、仏語、クレオール語
●宗　教：ヒンズー教、キリスト教、イスラム教、仏教
●通　貨：モーリシャス・ルピー（1US$=39.7MUR 2020 年 4 月）
●主要産業：輸出貿易地区（EPZ）における繊維工業、金融業、

糖業、観光
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$3,780（1998 年）

→ $12,050（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：0.4%*（2006 年）

→ 0.2%（2017 年）
●乳幼児死亡率推移： 19.0%（1998 年）→ 13.6%（2018 年）
●成人識字率推移：84.3%（2000 年）→ 91.3%（2018 年）
●電化率：全国97.5％、都市部88.5％、地方100％（2019年）
●進出日系企業数：3 社 （2019 年）
●在留邦人数：59 人 （2018 年）
●在日モーリシャス共和国人数：75 人（2019 年）

基本情報

2020 年 9 月に首都ポートルイスにて開催を予定していた
が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止。代替案
として、2020 年 8 月下旬オンラインにて開催した。参加
者 87 名。
また、同オンラインフェア後に、在モーリシャス日本大
使館主催の日本留学フォローアップセミナーが開催され、
25 名の参加があった。
＊ 2020 年 2 月に在モーリシャス日本大使館が現地の大

学（African Leadership University:ALU）と協力し、日
本留学経験者が体験談を語るイベントを実施。

2019 年 9 月モーリシャス大学で開催されたイベント「教えて、日本！」
（在モーリシャス日本国大使館提供）

日本留学フェアの情報

マダガスカル共和国
Republic of Madagascar

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

アフリカ大陸から 400 キロ

離れたインド洋に浮かぶ島

国で、アフリカ大陸とは異

なる独特の生態系や文化を

もつ。公用語のマダガスカ

ル語は、東アジアに起源を

もつとされ、かつてオセア

ニアからオーストロネシア

系の民族集団が移住して言

語を作ったとされる仮説が

有力。マダガスカルを日本

語で案内する教科書が作成

されるほど観光を中心に日

本との交流が盛んで、日本

語学習者数はサブサハラ・

アフリカ第二位である。

学校制度：5（初等）〜 4（前期中等）〜 3（後期中等）制。

義務教育期間：6 〜 10 歳。公立初等学校の授業はフランス語

で行われるが、マダガスカル語が併用されることもある。初等

教育の授業料は無料。

後期中等学校卒業時にバカロレアを受験し、結果に応じて大学・

専門学校への入学許可が与えられる。インターナショナル・ス

クール（高校）は、フランス系が 4 〜 5 校、英語で授業を実

施している学校が 2 校。大学は、フランスの大学制度を取り入

れている場合もあり、2 年を最短期間とし、3 年又は 4 年で学

士、5 年で修士、7 年で博士を授与される。

1992 年、アンタナナリボ大学に日本語コースが導入される。サ

ブサハラ地域において、高等教育機関で日本語専攻を有するの

はマダガスカルのみ。2018 年の同大学日本語専攻者は 150 名。

2019 年現在、約 20 の日本語機関（中等教育 :3 公立校、高

等教育 :5 校、ほか語学学校など）、教員数 23 名、1,500 名を

超える日本語学習者がいる。2011 年にマダガスカル日本語教

師会が設立され、2017 年には東アフリカ日本語教育会議を主

催。2013 年から日本語能力試験を毎年実施。

初等教育総就学率：142.5%（2018 年）

初等教育修了率：65.5%（2018 年）

前期中等教育総就学率：36.5%（2018 年）

前期中等教育修了率：37.0%（2018 年）

後期中等教育総就学率：22.5%（2018 年）

後期中等教育修了率：n/a

大学進学率：5.4%（2018 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：1（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：3.2%（2018 年）

日本への留学生数：45 人（2018 年）

マダガスカルの大学と協定を持つ本邦大学数：4

海外への留学生総数：4,798 人（2017 年）

留学先トップ 5：①フランス ②サウジアラビア ③モーリシャス 

④モロッコ ⑤カナダ（2017 年）

●首　都：アンタナナリボ

●人　口：26,262,368 人（2018 年）

●面　積：587,295㎢（日本の約 1.6 倍）

●言　語：マダガスカル語、フランス語（共に公用語）

●宗　教：キリスト教、伝統宗教、イスラム教

●通　貨：アリアリ（1US$=3,778.55MGA 2020 年 4 月）

●主要産業：農林水産業、鉱山業、観光業

●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$250（1998 年）

→ US$510（2018 年）

●貧困率（国際貧困ライン）推移：64.2%（1999 年）

→ 77.6% （2012 年）

●乳幼児死亡率推移： 75.4%（1998 年）→ 38.2%（2018 年）

●成人識字率推移：70.7%（2000 年）→ 74.8%（2018 年）

●電化率：全国25.9％、都市部69.7％、地方0.02％（2018年）

●進出日系企業数：13 社（2018 年）

●在留邦人数：147 人（2018 年）

●在日マダガスカル共和国人数：125 人（2019 年）

基本情報

2020 年 9 月に現地開催を予定していたが、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響で中止。代替案として、同年 9 月
オンラインにて開催。参加者 760 名。

2019 年 アンタナナリボ大学日本語研究所（2015 年 草の根文化無償により
建設）の前で現地の日本語教育を担うマダガスカル人教師と JICA 青年海外協
力隊隊員

日本留学フェアの情報
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ザンビア共和国
Republic of Zambia

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

元英国領北ローデシアであ
り、東京オリンピック閉会
式当日の 1964 年 10 月 24
日に独立宣言された。独立
後、戦争や内戦はなく、世
界平和度指数ランキングに
おいて、アフリカで最も平
和な国の一つとして評価さ
れている。8 か国に隣接す
る内陸国。北部は「カッパー
ベルト」と呼ばれる銅、コ
バルトや亜鉛などの世界的
産地。世界三大瀑布のひと
つビクトリアの滝がある。

学校制度：7（初等）〜 5（中等）〜 4（高等）教育制。初中

等の 12 年間を Grade 1-12（G1-12）。

初等教育 7 年間は、義務及び無償化教育の対象。G5 時に現地

語から英語での授業に切り替わる。G7、G9、G12 の修了時

に全校共通の修了認定試験が実施され、試験結果は進学・進級

を左右する。授業は試験に必要な数学、英語、科学、社会等に

重点が置かれている。中等教育では、科学は物理・化学・生物

に分かれ、簿記、農業なども教科に加わる。近年、大学入学希

望者が急増しており、対策として私立大学数が急増しているも

のの、施設等のインフラ整備が不十分であり、かつ教員の確保

も課題となっている。

2013 年に北海道大学アフリカルサカオフィスの協力を受け

て、ザンビア大学内に日本語講座が開設された。日本の大学院

に留学経験のある人文科学部の講師が中心となり日本語教育を

行っている。また国際交流基金や JICA 青年海外協力隊から日

本語教師が派遣され、授業内容の充実やレベルの向上を図って

いる。

日本語学習の年間受講者数は、ザンビア大学の正規課程（人文

科学部の単位取得用コース）の学部生と一般公開用のクラス受

講生を合わせて、2017 年に 100 名以上となり、2018 年と

2019年はそれぞれ年間150名以上が日本語を学ぶ状況となっ

ている。日本語能力試験に関しては未だ実施されていない。

初等教育総就学率：98.7%（2017 年）

初等教育修了率：80.0%（2013 年）

前期中等教育総就学率：-

前期中等教育修了率：54.8%（2013 年）

後期中等教育総就学率：-

後期中等教育修了率：28.5%（2013 年）

大学進学率：4.1%（2012 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：2（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：8.7%（2012 年）

日本への留学生数：64 人（2019 年）

ザンビアの大学と協定を持つ本邦大学数：12

海外への留学生総数：5,321 人（2017 年）

留学先トップ 5：①南アフリカ ②インド ③アメリカ ④イギリス 

⑤ナミビア（2017 年）

●首　都：ルサカ
●人　口：17,351,822 人（2018 年）
●面　積：752,610㎢（日本の 2 倍）
●言　語：英語（公用語）、ベンバ語、ニャンジァ語、トンガ語
●宗　教：キリスト教、イスラム教、ヒンドゥー教、伝統宗教
●通　貨：ザンビア・クワチャ（1US$=18.76ZMW 2020 年 8 月）
●主要産業：鉱業（銅、コバルト）、農業（トウモロコシ、

タバコ、綿花、大豆）、観光
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$360（1998 年）

→ $1,430（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：64.3%（2004 年）

→ 57.5%（2015 年）
●乳幼児死亡率推移： 101.1%（1998 年）→ 40.4%（2018 年）
●成人識字率推移：68.0%（1999 年）→ 86.7%（2018 年）
●電化率：全国40.3％、都市部75.2％、地方14.0％（2017年）
●進出日系企業数：10 社（2019 年）
●在留邦人数：252 人（2018 年）
●在在日ザンビア共和国人数：151 人（2019 年）

基本情報

過去の日本留学フェア開催

2023 年開催予定

2015 年 3 月ルサカ（ザンビア大学）で開催（写真参照）
　日本からの参加大学・機関数：1
　フェア参加者：約 230 名

日本留学フェアの情報

南アフリカ共和国
Republic of South Africa

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

鉱物資源の世界的な産地で、
ナイジェリアと双璧をなす
アフリカ経済大国であり、
アフリカ唯一の G20 参加
国。世界的な宇宙コンソー
シアムにも参画し、アフリ
カ大陸の科学技術を牽引。
サブサハラ・アフリカ大陸
における大学の上位 5 校は
南アフリカに所在する。か
つては人種隔離政策（アパ
ルトヘイト）で知られてい
たが、近年はアフリカ大陸
における紛争解決や平和の
定着に取り組んでいる。

学校制度：6（初等）〜 3（前期中等）〜 3（後期中等）〜 4（高

等教育）

義務教育は初等から前期中等教育までの計 9 年間で、各年度は

4 学期制である。初等 4 年生（Grade 4）から全授業が英語で

実施される。貧困地域の保護者は授業料の支払いを免除される

仕組みとなっている。

後期中等教育の最終学年（日本の高校 3 年生に相当）にマト

リック（Matric）と呼ばれる全国統一修了試験が行われる。マ

トリックの結果により後期中等教育課程修了の可否が決まると

同時に、定められた科目で一定以上の成績を修めれば大学入学

の資格を得ることになる。

2013 年にプレトリア大学日本研究センター（Centre for 

Japanese Studies：CJS）にて学生及び社会人を対象とした日

本語講座が開講。日本人の日本語講師のもと、年 2 回基礎コー

スと応用コースがそれぞれ週 2 時間、15 週で 30 時間実施。

2019 年度は約 60 名が学習している。

南アフリカでの日本語学習希望者は多く、現在国際交流基金の

協力を得てオンラインコースが検討されている。2014 年から、

日本語能力試験（JLPT）が実施されている。

初等教育総就学率：100.9%（2016 年）

初等教育修了率：87.3%（2016 年）

前期中等教育総就学率：104.7%（2017 年）

前期中等教育修了率：80.8%（2016 年）

後期中等教育総就学率：106.1%（2017 年）

後期中等教育修了率：48.5%（2016 年）

大学進学率：22.4%（2017 年）

International Baccalaureate （IB）が取得できる学校数：3（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：0.7%（2017 年）

日本への留学生数：66 人（2019 年）

南アフリカの大学と協定を持つ本邦大学数：29

海外への留学生総数：8,068 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②イギリス ③オーストラリア 

④ドイツ ⑤カナダ（2017 年）

●首　都：プレトリア
●人　口：57,779,622 人（2018 年）
●面　積：1,220,000㎢（日本の 3.2 倍）
●言　語：英語、ズールー語、アフリカーンス語など 11

言語が公用語
●宗　教：キリスト教約 80%、ヒンズー教、イスラム教など
●通　貨：ランド（1US$=16.69 ランド 2020 年 3 月）
●主要産業：畜業、メイズ、金、プラチナ、食品、製鉄など
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$3,230（1998 年）

→ $5,750（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：36.6%（1996 年）

→ 18.9%（2014 年）
●乳幼児死亡率推移： 47.8%（1998 年）→ 28.5%（2018 年）
●成人識字率推移：82.4%（1996 年）→ 87%（2017 年）
●電化率：全国84.4％、都市部93.5％、地方66.9％（2017年）
●進出日系企業数：282 社（2017 年）
●在留邦人数：282 人（2017 年）
●在日南アフリカ共和国人数：988 人（2019 年）

基本情報

2020 年 9 月に現地開催を予定していたが、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響により中止。代替案として、同年
9 月にオンラインにて開催し、参加者は 635 名。

過去の日本留学フェア開催
2018 年 9 月ケープタウンにて現地 4 大学共催
　日本からの参加大学数：9
　フェア参加者：約 140 名
2019 年 5 月プレトリアにて開催（写真参照）
　日本からの参加大学数：12
　フェア参加者：297 名

日本留学フェアの情報
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モザンビーク共和国
Republic of Mozambique

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

国名は 16 世紀バスコ・ダ・
ガマが寄港した小島の港名

「モサンブコ」（先住民の言
葉で「船の集まる所、停泊地」
の意味）に由来する。イン
ド洋に面し、美しい海岸線
が魅力。生活様式はアフリ
カ、アラブ、ポルトガルの
影響を受けた文化の融合が
特徴。近年原料炭や天然ガ
スなど豊富な鉱物資源が確
認され、農業の開発ポテン
シャルも期待されている。

学校制度：7（初等）〜 5（中等）〜 4（高等）教育制

義務教育期間は初等教育の 7 年。初等教育は、前期 5 年（EP1）

と後期 2 年（EP2）に分かれ、公式入学規定年齢は 6 歳。前

期および後期課程修了時には全国試験が課される。中等教育は

中等学校と職業技術学校にて行われる。中等学校は前期 3 年

（ESG1）、後期 2 年（ESG2）に分かれ、各課程の終了時には

試験が実施され、それぞれ修了証が付与される。

職業技術学校は基礎と中級課程が置かれ、前者の修了者には基

礎職業技術教育修了証（ETP 基礎修了証）、後者には中級職業

技術教育修了証（ETP 中級修証）が付与される。

2016 年在住ボランティア（IT 講師）が日本語クラブを作り、

日本語指導・絵本の翻訳などの活動を行った。

2018 年、JICA シニアボランティアがモザンビーク聖トマス大

学（Universidade São Tomás de Moçambiqu）に派遣され、

日本語コースを開講。大学内部生向けに 1 コマ 90 分×週 1 回、

5 クラス実施されている。2021 年度から選択外国語科目に加

わる予定である。

外部生向けには、平日および土曜日のコースがある。学習者は初

中級レベルで、計 109 名いる。漫画やアニメ等の日本のポップ

カルチャーが浸透しつつあり、日本語への関心が高まっている。

初等教育総就学率：112.6%（2018 年）

初等教育修了率：52.0%（2018 年）

前期中等教育総就学率：35.4%（2017 年）

前期中等教育修了率：22.8%（2017 年）

後期中等教育総就学率：31.2%（2017 年）

後期中等教育修了率：-

大学進学率：7.3%（2018 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：4（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：1.5%（2018 年）

日本への留学生数：69 人（2018 年）

モザンビークの大学と協定を持つ本邦大学数：6

海外への留学生総数：2,967 人（2017 年）

留学先トップ 5：①ポルトガル ②南アフリカ ③ブラジル ④イ

ンド ⑤サウジアラビア（2017 年）

●首　都：マプト
●人　口：29,495,962 人（2018 年）
●面　積：799,000㎢（日本の 2 倍）
●言　語：ポルトガル語
●宗　教：キリスト教 約 40％、イスラム教 約 20％、伝統宗教
●通　貨：メティカル（1US$=69.69MZN 2020 年 6 月）
●主要産業：（農林）とうもろこし、砂糖、カシューナッツ、綿花、たばこ、

砂糖、木材、（漁）エビ、（工鉱）アルミニウム、石炭、天然ガス
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$310（1998 年）

→ $460（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：74.7%（2003 年）

→ 62.9%（2014 年）
●乳幼児死亡率推移：125.9%（1998 年）→ 54.0%（2018 年）
●成人識字率推移：38.7%（1997 年）→ 60.7%（2017 年）
●電化率：全国 27.4％、都市部 73.4％、地方 2.2％（2017 年）
●進出日系企業数：29 社（2017 年）
●在留邦人数：195 人（2018 年）
●在日モザンビーク共和国人数：133 人（2019 年）

基本情報

2021 年または 2022 年開催予定
＊ 2016 年〜 2018 年の 3 年間は毎年約 80 名の日本へ

の留学生がいた。モザンビーク国内の大学と協定を持つ
愛媛大学や秋田大学等において、多くのモザンビークの
留学生を受け入れている。特に、愛媛大学はモザンビー
ク北部のルリオ大学キャンパス内にサテライトオフィス
を設置し、専任教員を長期に派遣し、学術交流を活発に
展開している（写真参照）。

2020 年 2 月に愛媛大学で実施されたルリオ大学教員（元日本留学経験者）
とのシンポジウム。

日本留学フェアの情報

ジンバブエ共和国
Republic of Zimbabwe

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

国名はショナ語で「石の家」
を意味し、この地に栄えた
モノモタパ王国の巨大遺跡
に由来する。雄大な自然と
観光資源、豊富な鉱物資源
に恵まれている。かつては

「アフリカの穀物倉庫」と呼
ばれる農業国だったが、強
引な土地改革による農業シ
ステムの崩壊など悪条件が
重なり、ハイパーインフレー
ションによる極度の混乱に
陥った過去もある。

学校制度：7（初等）〜 4（前期中等）〜 2（後期中等）〜 3（高

等）教育制

義務教育制度はないが、「2004 年教育法」で 6 〜 13 歳の 7

年の就学が目標とされている。

初等教育は 6 歳入学で 7 年間、初等学校で行われ、英語、国語、

外国語（中国語、フランス語、ポルトガル語）のほか伝統学、

数学、科学を学ぶ。実技科目として、農業、芸術、体育もある。

修了者には第 7 学年修了証が付与される。

前期中等教育の修了者には GCE・O レベル資格が付与される。

後期中等教育の修了者には GCE・A レベル資格が付与される。

クーラ研究所（Khula Institute）が、日本語と日本文化を理

解するアフリカ人材の育成を目指し、2018 年よりジンバ

ブエ南西部にある都市・ブラワヨで日本語教育を実施してい

る。Beginners for Japanese（はじめての日本語）は、2 時間

の授業が週 2 回が行われ、1 年間で初心者レベルの日本語会

話、読み、書きを習得し、JLPT N5 レベルまたは Cambridge 

International Examinations の Japanese O Level 取得を目指

す内容である。

ジンバブエ国内の日本語学習者数は 15 名。日本人教師が 1 名

配置されている（2018 年）

初等教育総就学率：101% （2015 年）

初等教育修了率：54.1% （2015 年）

前期中等教育総就学率：34.9% （2015 年）

前期中等教育修了率：29.5% （2015 年）

後期中等教育総就学率：17.5% （2015 年）

後期中等教育修了率：13.1% （2016 年）

大学進学率：8.1% （2014 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：3 (2020 年 )

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：0.8% （2014 年）

日本への留学生数：85 人 （2018 年）

エチオピアの大学と協定を持つ本邦大学数：13

海外への留学生総数：7,036 人 （2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②インド ③トルコ ④サウジアラ

ビア ⑤イタリア （2017 年）

●首　都：ハラレ
●人　口：14,439,018 人 （2018 年）
●面　積：386,000㎢ （日本よりやや大きい）
●言　語：英語、ショナ語、ンデベレ語
●宗　教：キリスト教、伝統宗教
●通　貨：ジンバブエ・ドル（1US$=361.9ZWD 2020 年 6 月）
●主要産業：（農）たばこ、綿花、園芸、（鉱）プラチナ、クローム、ニッ

ケル、金、ダイヤモンド（観光）ビクトリアの滝や遺跡等世界遺産 5 か所
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$620（1998 年）

→ $1,790（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：21.4%（2011 年）

→ 33.9%（2017 年）
●乳幼児死亡率推移：59.9%（1998 年）→ 33.9%（2018 年）
●成人識字率推移：83.6%（2011 年）→ 88.7%（2014 年）
●電化率：全国40.4％、都市部85.6％、地方18.9％（2017年）
●進出日系企業数：3 社（2017 年）
●在留邦人数：98 人（2018 年）
●在日ジンバブエ共和国人数：198 人（2019 年）

基本情報

2022 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
＊ジンバブエはサブサハラ・アフリカ諸国の中でナイジェリア、カメ

ルーンに次いで海外への留学生を輩出する国である。学生 100
人当たりの海外留学比率が高く、2011 年は 31.3％に達してい
る。他方、学生の留学先の半数以上が、南アフリカやナミビア等
へのサブサハラ域内の留学であり、それ以外は、米国、オースト
ラリア、英国への留学先が多い。

　ジンバブエから日本への留学生数は、年々増加傾向にあり、他の
サブサハラ・アフリカ
諸国に比べて、学部へ
の留学生が多いのが特
徴である。東京外語大
学は南部アフリカ有数
の総合大学であるジン
バブエ大学（写真参照）
と学術交流協定を締結
している。

日本留学フェアの情報
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ガーナ共和国
Republic of Ghana

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

1957 年、サブサハラ・ア

フリカにおいてヨーロッパ

の植民地支配から最初に独

立した国家。初代大統領ン

クルマは、アフリカ統一運

動を推進したことで有名。

ダイヤモンドや金の産出国。

チョコレートの主原料であ

るカカオ豆の生産量は世界

第 2 位。2007 年に海底大

油田が発見される。その後

石油や天然ガスの商業生産

が開始され、産油国の仲間

入りをする。

学校制度：6（初等）〜 3（前期中等）〜 3（後期中等）〜 4（高

等教育）

初等教育および前期中等教育は義務教育（無償）。初等教育（主

に高学年）から英語で授業が行われる。後期中等教育への進学

は前期中等教育終了時に実施される基礎教育修了資格試験、大

学を含む高等教育への進学は後期中等教育修了資格試験（West 

African Senior School Certificate Examination:WASSCE）の

成績によって進学の可否および進学先が決定される。WASSCE

は、英語圏西アフリカ地域において標準化された統一試験である。

ガ ー ナ 日 本 語 教 師 会（Ghana Association of Japanese 

Language Teachers:GAJALT）が 2018 年に発足。ガーナ大

学附属レゴン国際関係学センター（LECIAD）やアクラ市内の

学校等の計5カ所で日本語クラスが実施されている。3名のガー

ナ人日本語教師（日本留学経験者）がいる。2017 年度の日本

語学習を目的としたガーナ人の日本への留学生数は 10 名。

初等教育総就学率：103.6%（2018 年）

初等教育修了率：93.8%（2018 年）

前期中等教育総就学率：85.4%（2018 年）

前期中等教育修了率：78%（2018 年）

後期中等教育総就学率：56.4%（2018 年）

後期中等教育修了率：44.9%（2015 年）

大学進学率：15.7%（2018 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：6（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：3.6%（2018 年）

日本への留学生数：141 人（2018 年）

ガーナの大学と協定を持つ本邦大学数：17

海外への留学生総数 :14,622 人（2017 年）

留学先トップ 5：①アメリカ ②イギリス ③ウクライナ ④セネ

ガル ⑤カナダ（2017 年）

●首　都：アクラ

●人　口：29,767,108 人（2018 年）

●面　積：238,537㎢（日本の約 3 分の 2）

●言　語：英語（公用語）、各民族語

●宗　教：キリスト教 70％、イスラム教 17%、その他伝統的宗教

●通　貨：ガーナセディ（1US$=5.72GHS　2019 年 12 月）

●主要産業：農業（カカオ豆）、鉱業（貴金属、非鉄金属、石油）

●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$390（1998 年）

→ $2,130（2018 年）

●貧困率（国際貧困ライン）推移：39.1%（1998 年）

→ 13.3%（2016 年）

●乳幼児死亡率推移：68.9%（1998 年）→ 34.9%（2018 年）

●成人識字率推移：57.9%（2000 年）→ 79%（2018 年）

●電化率：全国 79％、都市部 90％、地方 65％（2017 年）

●進出日系企業数：48 社（2018 年）

●在留邦人数：351 人（2018 年）

●在日ガーナ人数：2,369 人（2019 年）

基本情報

2020 年 5 月にアクラ（ガーナ大学）にて開催予定してい
たが、延期・日程未定。

過去の日本留学フェア開催
2019 年 11 月に在ガーナ日本国大使館共催で開催（写真
参照）。
　日本からの参加大学数：6
　フェア参加者：242 名

（会場の規模都合により参加者事前登録制）
2017 年 5 月にガーナ大学共催で開催
　日本からの参加大学数：7
　フェア参加者：450 名（自由参加）

日本留学フェアの情報

ナイジェリア連邦共和国
Federal Republic of Nigeria

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

ナイジェリアは国を流れる

ニジェール川を英語読みし

たもので「大きな川の国」

という意味。世界有数の産

油国。アフリカ屈指の経済

大国で、アフリカ経済の 4

分の 1 を占める規模を持つ。

映画産業が盛んで、年間制

作本数はインドに次ぐ世界

第 2 位 で あ り、 ナ イ ジ ェ

リア映画はアメリカのハリ

ウッドにちなんだ「ノリウッ

ド（Nollywood）」として国

際的に定着しつつある。

学校制度：6（初等）〜 3（前期中等）〜 3（後期中等）〜 4（高等）

教育制

6 歳〜 15 歳の 9 年間は基礎教育と位置づけ、無償義務教育と

される。前期中等学校 3 年時に選定試験が行われる。後期中等

教育は、普通教育を行う後期中等学校、技術教育を行う技術カ

レッジで行われる。後期中等学校では、修了時に全国統一修了

試験があり、合格者には後期中等教育修了証（SSCE）が授与

される。高等教育は、大学、ポリテクニク、教員養成カレッジ

などで行われる。大学数は、国立（連邦）が 40 校、州立も同

様に約 40 校、私立が 50 校以上ある。アフリカ諸国の中で最

も多くの高等教育機関がある。

国費留学生 OB が中心となり、アブジャ大学日本文化研究会が

2015 年に結成されて日本語教育が開始されている。2017 年

1 月、NGO「アフリカ女性・子供を守る友の会（Supporting 

Women and Children in Africa:SWACIA）」の協力のもと、首

都アブジャ郊外の私立ファウンティン小学校（本校及び分校）

にて、週 2 回、小学校 3 年生から 6 年生を対象とした日本語

教育が開始された。SWACIA は現在、オンラインで日本語の教

授法、日本語教育を実施している。

初等教育総就学率：84.7%（2016 年）

初等教育修了率：73.8%（2010 年）

前期中等教育総就学率：42.0%（2016 年）

前期中等教育修了率：47.1%（2010 年）

後期中等教育総就学率：38.6%（2016 年）

後期中等教育修了率：59.3%（2016 年）

大学進学率：10.2%（2011 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：5（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：3.8%（2011 年）

日本への留学生数：151 人（2019 年）

ナイジェリアの大学と協定を持つ本邦大学数：14

海外への留学生総数：85,251 人（2017 年）

留学先トップ 5：①イギリス ②アメリカ ③マレーシア ④カナ

ダ ⑤ガーナ（2017 年）

●首　都：アブジャ

●人　口：195,874,740 人（2018 年）

●面　積：923,773㎢（日本の約 2.5 倍）

●言　語：英語（公用語）、各民族語（ハウサ語、ヨルバ語、イボ語等）

●宗　教：イスラム教、キリスト教、伝統宗教

●通　貨：ナイラ（1US$=385.2NGN 2020 年 4 月）

●主要産業：農業、原油、天然ガス通信等

●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$440（1998 年）

→ $1,960（2018 年）

●貧困率（国際貧困ライン）推移：63.1%（2004 年）

→ 53.5%（2009 年）

●乳幼児死亡率推移：116.5%（1998 年）→ 75.7%（2018 年）

●成人識字率推移：54.8%（2003 年）→ 62.0%（2018 年）

●電化率：全国54.4％、都市部86.8％、地方22.6％（2017年）

●進出日系企業数：42 社（2018 年）

●在留邦人数：127 人（2018 年）

●在日ナイジェリア連邦共和国人数：3,121 人（2019 年）

基本情報

2022 年開催予定

＊これまでサブサハラ・アフリカからの日本への留学生数
は長らくケニアがトップを保ってきたが、日本語学校へ
の留学者を含めた場合は、2019 年はナイジェリアが
ケニアを抜いている。ナイジェリアの特徴として、国費

（MEXT）や JICA 奨学金以外の留学生が増加しており、
また（1 年以内）短期留学生や日本語学校への留学生も
多い。

2017 年 9 月ナイジェリア南部のエド州ベニンシティで開催されたシンポジ
ウムで「日本留学海外拠点連携推進事業」の活動をナイジェリアの大学関係
者に紹介。

日本留学フェアの情報
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セネガル共和国
Republic of Senegal

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

アフリカ大陸の最西端に位
置 し、 サ ヘ ル 地 域 に 属 す
る。 国 名 は ウ ォ ロ フ 語 で

「我々のカヌー」を意味する
「Sunuu Gaal」に由来する。
漁業が盛んで、タコや魚は
日本にも輸入されている。
主要食物は米。「おもてなし」
という意味を表す「テラン
ガ」、「平和」を表す「ジャム」
という精神が根付いている。
アフリカ随一の治安の良さ
を誇る。

学校制度：6（初等）〜 4（前期中等）〜3（後期中等）〜 4（高等）

教育制

義務教育期間は 6 〜 16 歳の 10 年間。義務教育課程の授業料

は無料。

初等教育（小学校、エコールプリメール）および前期中等教育

（中学校、コレージュ）終了時には国が試験を行う。合格者に

は初等教育修了証（CFEE）または前期中等教育修了証（BFEM）

が授与される。後期中等教育は、高校（リセ）で行われ、国が

行う修了時試験合格者にはバカロレアが授与される。早期教育

を受けた子どもが飛び級をするケースも多く、教育年数は一定

しない。

2018 年は、1 教育機関で教師 1 名の指導のもと、約 130 名

が日本語を学習した。近年はインターネットやテレビ等の普及

により、日本のアニメや J-POP 等の視聴も可能となった。日

本のポップカルチャーに強い関心を示す若年有識者層が急増し

ている。その中には少数ながら、インターネット等を用いたレ

ベルの高い独習者も見られるようになってきている。

また、セネガルはカメルーンと並んで、本邦の日本語学校へ留

学する者が多い。2015 年は 45 名に達しており、過去 3 年間

（2017 〜 2019 年）は毎年約 20 名程度となっている。

初等教育総就学率：81.0%（2018 年）

初等教育修了率：57.1%（2018 年）

前期中等教育総就学率：43.7%（2018 年）

前期中等教育修了率：37.4%（2017 年）

後期中等教育総就学率：35.4%（2018 年）

後期中等教育修了率：12.0%（2017 年）

大学進学率：12.8%（2018 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：4（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：7.5%（2018 年）

日本への留学生数：109 人（2019 年）

セネガルの大学と協定を持つ本邦大学数：2

海外への留学生総数：12,815 人（2017 年）

留学先トップ 5：①フランス ②モロッコ ③カナダ ④アメリカ 

⑤サウジアラビア（2017 年）

●首　都：ダカール
●人　口：15,854,360 人（2018 年）
●面　積：197,161㎢（日本の約半分）
●言　語：フランス語（公用語）、ウォロフ語など各民族語
●宗　教：イスラム教、キリスト教、伝統的宗教
●通　貨：CFA フラン（1US$=608.5XAF 2020 年 5 月）
●主要産業：農業（落花生、粟、綿花）、漁業（まぐろ、か

つお、えび）
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$680（1998 年）

→ $1,410（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：33.5%（2005 年）

→ 38.0%（2011 年）
●乳幼児死亡率推移：71.3%（1998 年）→ 31.8%（2018 年）
●成人識字率推移：39.3%（2002 年）→ 51.9%（2017 年）
●電化率：全国61.7％、都市部91.7％、地方35.4％（2017年）
●進出日系企業数：17 社（2018 年）
●在留邦人数：17 人（2018 年）
●在日エチオピア連邦民主共和国人数：742 人（2019 年）

基本情報

2021 年または 2022 年開催予定
＊セネガルから日本への留学生数は年々増加しており、過

去 3 年間は毎年 100 名を超えている。学部や大学院へ
の留学以外に、高専や専修学校へ進学する留学生が多い
のが特徴である。日本の大学として初めてのアフリカ出
身の学長（マリ出身のウスビ・サコ氏）を持つ京都精華
大学はダカール大学（写真参照）と学生交流を視野に入
れた提携を結んでいる。

ダカール大学（Université Cheikh Anta Diop de Dakar:UCAD）

日本留学フェアの情報

コートジボワール共和国
Republic of Cote d’Ivoire

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

西アフリカに位置する共和
制国家。かつては「象牙海
岸共和国」と呼ばれてい
た。1960 年の独立後、初
代大統領の下 30 年以上に
わたる安定した政権運営と
年平均 8％の経済成長を達
成し、その発展は「象牙の
奇跡」と形容された。クー
デターのない高い政治的安
定性から、西アフリカ地域
での指導的役割を担ったが、
2003 年〜 2011 年まで内
戦があった。

学校制度：6（初等）〜 4（前期中等）〜 3（後期中等）〜 3（高

等）教育制

義務教育は、6 歳〜 16 歳の 10 年間。小、中とも成績優良者

を 1 年飛び越えて進級することが可能。また成績が悪い者は進

級できずに留年し、同じ学年で学習となる。

小学校修了時には、初等教育修了証（CEPE）が、中学校（コレー

ジュ）修了時には前期中等教育修了証（BEPC）が授与される。

高等学校（リセ）修了時には、中等教育修了資格及び高等教育

入学資格であるバカロレアを取得する。高等教育機関への入学

に際しては、バカロレアの取得が必要である。

1994 年から日本語教育が開始される。2002 年から一旦中断

したが、2016 年から再開された。2019 年はアビジャン、ヤ

ムスクロ、ブアケの計 7 機間で日本語授業が行われ、学習者数

は 2,500 人を超える。教師数は 15 名である。公立アラサン・

ウワタラ・ブアケ大学などにおいて、外国語の選択科目として

日本語授業が行われている。

2016 年から日本語能力試験が実施されている。2019 年は

N2:2 名、N3:5 名、N4:8 名、N5:16 名と計 31 名が試験に

臨んだ。

2018 年 に The Association of Japanese Teachers in Côte 

d'Ivoire（AJTCI）が設立された。

初等教育総就学率：99.8%（2018 年）

初等教育修了率：71.6%（2017 年）

前期中等教育総就学率：51.0%（2018 年）

前期中等教育修了率：49.4%（2018 年）

後期中等教育総就学率：32.5%（2018 年）

後期中等教育修了率：15.7%（2016 年）

大学進学率：9.3%（2017 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：3（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：6.3%（2017 年）

日本への留学生数：28 人（2019 年）

コートジボワールの大学と協定を持つ本邦大学数 :2

海外への留学生総数 :13,674 人（2017 年）

留学先トップ 5：①フランス ②アメリカ ③セネガル ④モロッコ 

⑤カナダ（2017 年）

●首　都：ヤムスクロ（実質的首都機能は旧首都アビジャン）
●人　口：25,069,229 人（2018 年）
●面　積：322,436㎢（日本の 0.9 倍）
●言　語：フランス語（公用語）、各民族語
●宗　教：キリスト教 39.1％、イスラム教 33.7%、伝統

的宗教 4.4%、無宗教 22.2%、その他の宗教 0.6％
●通　貨：CFA フラン（1US$=603.44CFA フラン 2020 年 4 月）
●主要産業：農業（コーヒー、ココア等）、石油・天然ガス
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$760（1998 年）

→ $1,600（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：23.3%（2002 年）

→ 28.2%（2015 年）
●乳幼児死亡率推移：100.7%（1998 年）→ 59.4%（2018 年）
●成人識字率推移：36.4%（1998 年）→ 47.2%（2018 年）
●電化率：全国65.6％、都市部94.3％、地方36.6％（2017年）
●進出日系企業数：12 社（2017 年）
●在留邦人数：156 人（2018 年）
●在日コートジボワール共和国人数：157 人（2019 年）

基本情報

2020年5月14日にアビジャンにて開催予定であったが、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で延期。2021 年ま
たは 2022 年開催予定

過去の日本留学フェア開催
無し。
＊ 2020 年 5 月〜 7 月にかけて、現地のコートジボワー

ル人日本語教師会の協力を得て、国営テレビとラジオ局
で日本留学の広報（写真参照）、および日本留学希望者
600 名にメールベースで計 7 回の情報発信を行った。

日本留学フェアの情報
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「添付 1：国別情報」における参照文献

基本情報

●「人口」・「一人当たり国民総所得（GNI）推移＊」・「貧困率（国際貧困ライン）推移」・「乳幼児死亡率推移」・
「成人識字率推移」・「電化率」は、以下参照。

　　出所：DataBank World Development Indicators

　　https://databank.worldbank.org/source/world-development-indicators

●「面積」・「宗教」・「通貨」・「主要産業」・「進出日系企業数」は、以下参照。
　　出所：外務省　国別基礎データ

　　https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/africa.html

●「在留邦人数」は、以下参照。
　　出所：法務省　在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表

　　http://www.moj.go.jp/isa/policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.html

＊「一人当たり国民総所得（GNI）」における 1990 年代のデータの 1 部は、「World Development Indicators 2013（World 
Bank 2013）」のデータを使用。

国際バカロレア（International Baccalaureate:IB）

　　出所：International education

　　https://www.ibo.org/

数字で見る教育の状況

●「初等教育総就学率」・「初等教育修了率」・「前期中等教育総就学率」・「前期中等教育修了率」・「大学
進学率」は、以下参照。

　　出所：DataBank World Development Indicators

　　https://databank.worldbank.org/source/world-development-indicators

●「後期中等教育総就学率」・「後期中等教育修了率」・「海外留学比率（Outbound mobility ratio）」・「海
外への留学生総数」・「留学先トップ 5」は、以下参照。

　　出所：UIS Statistics-UNESCO

　　http://data.uis.unesco.org/

　　http://uis.unesco.org/en/uis-student-flow

●「日本への留学生数」は、JASSO 資料「令和元年度　アフリカ出身留学生受入状況」を参照。

●「アフリカの大学と協定を持つ本邦大学数」は、以下参照。
　　出所：文部科学省「海外の大学との大学間交流協定（平成 28 年度実績）」

　　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shitu/1417820_00001.htm

カメルーン共和国
Republic of Cameroon

概況

教育制度概要 日本語教育の状況

数字で見る教育の状況

カメルーンは、ポルトガル
語でエビの意味。15 世紀に
来たポルトガル人が、入江
にエビが群棲しているのに
驚き、リオ・ダス・カマロー
ネス（エビの川）と名付け
たことが国名の由来。
アフリカ有数のサッカー強
豪国として知られる。
言語の異なる約 250 の民族
が暮らす。伝統的で多様な
文化や慣習を維持し、国内
に多くの伝統的な王国が存
在する。

学校制度
【仏語システム】6（初等）〜 4（前期中等）〜 3（後期中等）
〜 3（高等）教育制

【英語システム】6（初等）〜 5（前期中等）〜 2（後期中等）
〜 3（高等）教育制
植民地時代に持ち込まれたフランスおよび英国の教育システム
が今も多くの点で採用されており、2 つの教育制度が併存して
いる。近年、英語教育に力を入れており、「仏語システム」に
おいてもバイリンガル（英語と仏語）教育を採用している私立
学校が増加している。
大学入学資格は、仏語システムではバカロレア、英語システム
では GCE Advanced Level である。

商業都市ドゥアラを中心に民間の語学学校が存在し、主に高
校生や大学生が日本語を学習している。日本語教育が実施さ
れ る 民 間 機 関 は、 ①「Japan House Cameroon-Japanese 
Language Institute」、②「Lycee De Ngaoundere-Mardock」、
③ 「Lycee Classique Et Moderne De Ngaoundere」 等があ
る。カメルーン人の日本語教師は 5 名、日本語学習者は 380
名である（2018 年）。
2008 年から 2015 年まではヤウンデ第二大学政治戦略学術研
究センターの（修士課程）学生向けに日本語の授業が行われた。
また中等学校の数校で日本語クラブが発足したこともある。
また、カメルーンはセネガルと並んで、本邦の日本語学校へ留
学する者が多い。2018 年は 47 名に達している。

初等教育総就学率：103.4%（2018 年）

初等教育修了率：64.5%（2018 年）

前期中等教育総就学率：60.1%（2016 年）

前期中等教育修了率：47.2%（2016 年）

後期中等教育総就学率：45.2%（2016 年）

後期中等教育修了率：16.0%（2014 年）

大学進学率：12.8%（2017 年）

International Baccalaureate（IB）が取得できる学校数：4（2020 年）

海外留学比率（Outbound mobility ratio）：9.0%（2017 年）

日本への留学生数：86 人（2019 年）

カメルーンの大学と協定を持つ本邦大学数：4

海外への留学生総数：26,227 人（2017 年）

留学先トップ 5：①ドイツ ②フランス ③イタリア ④ベルギー 

⑤アメリカ（2017 年）

●首　都：ヤウンデ
●人　口：25,216,237 人（2018 年）
●面　積：475,440㎢（日本の約 1.3 倍）
●言　語：フランス語、英語（共に公用語）、その他各部族語
●宗　教：カトリック、プロテスタント、イスラム教、自然崇拝等
●通　貨：CFA フラン（1US$=603.36XAF 2020 年 4 月）
●主要産業：（農）カカオ、綿花、（鉱工業）石油、アルミ

ニウム
●一人当たり国民総所得（GNI）推移：US$710（1998 年）

→ $1,440（2018 年）
●貧困率（国際貧困ライン）推移：10.8%（2001 年）

→ 23.8%（2014 年）
●乳幼児死亡率推移：93.2%（1998 年）→ 50.6%（2018 年）
●成人識字率推移：68.4%（2000 年）→ 77.1%（2018 年）
●電化率：全国61.4％、都市部93.2％、地方21.3％（2017年）
●進出日系企業数：8 社（2018 年）
●在留邦人数：127 人（2018 年）
●在日カメルーン共和国人数：773 人（2019 年）

基本情報

今後、開催を検討（過去のフェア開催はなし）

＊カメルーンはサブサハラ・アフリカ諸国の中でナイジェ
リアに次いでに海外への留学生を輩出する国である。そ
して留学生数は年々増加している。カメルーン学生の留
学先として全体の約 3 割がドイツ、2 割がフランスが
占める。カメルーンは一時期ドイツの植民地であった歴
史的な関係もあり、ドイツとの繋がりは深い。カメルー
ンからドイツへ留学する学生を在学段階別で見ると 7
割が学部に在籍、専門別では 8 割が理系コースに進学
している。

　カメルーンから日本への留学生数は、近年増加傾向にあ
る。2019年は86名に達しており、在学段階別で見ると、
大学院 43 名、学部 11 名、短大 3 名、高専 3 名、専修
26 名である。本邦の短大や高専への留学以外にも、多
くのカメルーン人が専修学校で学んでいる。また、本邦
の日本語学校へ留学するカメルーン人もおり、2017 年
は 26 名、2018 年は 47 名となっている（2019 年は
4 名のみ）。

日本留学フェアの情報
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ザ
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ザ
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ni
ve

rs
ity

 o
f 
th

e 
W

itw
at

er
sr

an
d

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

国
立

秋
田

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

ザ
ン

ビ
ア

大
学

鉱
山

学
部

 
S
ch

o
o
l o

f 
M

in
es

,U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○
国

立
秋

田
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
な

し
ザ

ン
ビ

ア
大

学
工

学
部

S
ch

o
o
l o

f 
E
ng

in
ee

rin
g,

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○

国
立

山
形

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

 
T
H

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 D

A
R

 E
S

 S
A

L
A

A
M

 
O

F
 T

A
N

Z
A

N
IA

 A
N

D
 T

H
E

 Y
A

M
A

G
A

T
A
 

U
N

IV
E
R

S
IT

Y 
O

F
 J

A
P
A
N

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

　
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
D

ar
 E

s 
S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

国
立

山
形

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
B

E
T
W

E
E
N

 J
O

M
O

 K
E
N

Y
A

T
T
A

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

G
R

IC
U

L
T
U

R
E

 A
N

D
 T

E
C

H
N

O
L
O

G
Y 

A
N

D
 Y

A
M

A
G

A
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

国
立

山
形

大
学

個
別

的
な

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 O

N
 S

T
U

D
E

N
T

 E
X

C
H

A
N

G
E
 

B
E

T
W

E
E

N
 J

O
M

O
 K

E
N

Y
A

T
T

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F 
A
G

R
IC

U
LT

U
R

E
 A

N
D

 T
E
C

H
N

O
LO

G
Y 

A
N

D
 

YA
M

A
G

A
TA

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○

国
立

山
形

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
B

E
T
W

E
E
N

 T
H

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 D

O
D

O
M

A
 

A
N

D
 Y

A
M

A
G

A
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
ド

ド
マ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
D

o
do

m
a

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

国
立

山
形

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
B

E
T

W
E

E
N

 U
N

IV
E

R
S

IT
Y

 O
F

 A
B

O
M

E
Y
-

C
A
LA

V
I A

N
D

 Y
A
M

A
G

A
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
ア

ボ
メ

カ
ラ

ビ
大

学
A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○
○



42 43

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

山
形

大
学

個
別

的
な

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 O

N
 S

T
U

D
E

N
T
 E

X
C

H
A

N
G

E
 

B
E

T
W

E
E

N
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 A

B
O

M
E

Y
-

C
A
LA

V
I A

N
D

 Y
A
M

A
G

A
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
ア

ボ
メ

カ
ラ

ビ
大

学
A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○

国
立

筑
波

大
学

個
別

的
な

協
定

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

大
学

と
の

学
術

交
流

及
び

協
力

に
関

す
る

協
定

A
g
re

e
m

e
n
t 

fo
r 

a
ca

d
e
m

ic
 e

xc
h
a
n
g
e
s 

a
n
d 

co
o
pe

ra
tio

n:
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ig
er

ia
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ig
er

ia
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

国
立

筑
波

大
学

個
別

的
な

協
定

高
等

技
術

学
院

と
の

学
術

交
流

及
び

協
力

に
関

す
る

協
定

A
g
re

e
m

e
n
t 

fo
r 

a
ca

d
e
m

ic
 e

xc
h
a
n
g
e
s 

a
n
d 

c
o

o
p
e
ra

ti
o

n
: 

In
st

it
u
te

 o
f 

S
c
ie

n
c
e
 a

n
d 

Te
ch

no
lo

gy
高

等
技

術
学

院
In

st
itu

te
 o

f 
S
ci

en
ce

 a
nd

 T
ec

hn
o
lo

gy
モ

ー
リ

タ
ニ

ア
○

○
○

国
立

宇
都

宮
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】

宇
都

宮
大

学
農

学
部

と
ガ

ー
ナ

大
学

基
礎

応
用

科
学

部
と

の
間

に
お

け
る

学
術

交
流

に
関

す
る

協
定

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

ne
rs

ta
nd

in
g 

o
n 

A
ca

de
m

ic
 

E
xc

ha
ng

e 
be

tw
ee

n 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

G
ha

na
, 

o
n 

be
ha

lf 
o
f 

th
e 

C
o
lle

g
e 

o
f 

B
as

ic
 a

nd
 A

pp
lie

d 
S
ci

en
ce

s,
 R

ep
ub

lic
 o

f 
G

ha
na

 a
nd

 t
h 

F
ac

ul
ty

 
o
f 
A
gr

ic
ul

tu
re

, 
U

ts
un

o
m

iy
a 

U
ni

ve
rs

ity
, 

Ja
pa

n

ガ
ー

ナ
大

学
 

基
礎

応
用

科
学

部
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

○

国
立

千
葉

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

千
葉

大
学

環
境

健
康

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
セ

ン
タ

ー
と

ガ
ー

ナ
大

学
農

学
部

カ
デ

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

と
の

間
の

学
術

交
流

及
び

協
力

に
関

す
る

協
定

A
g

re
e

m
e

n
t 

fo
r 

a
c

a
d

e
m

ic
 e

x
c

h
a

n
g

e 
a
n

d
 c

o
o

p
e
ra

ti
o

n
 b

e
tw

e
e
n

 C
e
n

te
r 

fo
r 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
t,

 H
e
al

th
 a

n
d
 F

ie
ld

 S
ci

e
n
ce

s,
 

C
h
ib

a
 U

n
iv

e
rs

it
y,

 J
a
p
a
n
 a

n
d
 F

o
re

st
 a

n
d 

H
o

rt
ic

u
lt

u
ra

l 
C

ro
p

s 
R

e
se

a
rc

h
 C

e
n

tr
e
, 

C
o

ll
e
g

e
 o

f 
A

g
ri

c
u

lt
u

re
 a

n
d

 C
o

n
su

m
e
r 

S
ci

en
ce

s,
 b

el
o
ng

in
g 

to
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

G
ha

na
 

at
 L

eg
o
n,

 A
cc

ra
, 

G
ha

na

ガ
ー

ナ
大

学
農

学
部

カ
デ

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

F
o
re

st
 a

n
d
 H

o
rt

ic
u
ltu

ra
l 

C
ro

p
s 

R
e
se

ar
ch

 
C

e
n

tr
e

, 
C

o
ll

e
g

e
 o

f 
A

g
ri

c
u

lt
u

re
 a

n
d 

C
o

n
s
u

m
e

r 
S

c
ie

n
c

e
s
, 

b
e

lo
n

g
in

g
 t

o
 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

 a
t 
Le

go
n

ガ
ー

ナ
○

○
○

国
立

東
京

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

イ
バ

ダ
ン

大
学

と
の

間
に

お
け

る
学

術
交

流
協

定

M
EM

O
RA

N
D

U
M

 O
F 

U
N

D
ER

ST
AN

D
IN

G
 B

ET
W

EE
N

 
T

H
E

 G
R

A
D

U
A

T
E

 S
C

H
O

O
L

 O
F

 F
R

O
N

T
IE

R
 

SC
IE

N
C

ES
, 

TH
E 

U
N

IV
ER

SI
TY

 O
F 

TO
KY

O
 A

N
D

 
TH

E 
U

N
IV

ER
SI

TY
 O

F 
IB

AD
AN

イ
バ

ダ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Ib

ad
an

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

○
○

○

国
立

東
京

大
学

個
別

的
な

協
定

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

イ
バ

ダ
ン

大
学

と
の

間
に

お
け

る
学

生
交

流
覚

書

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 
O

N
 

S
T

U
D

E
N

T 
E

X
C

H
A

N
G

E
 B

E
T
W

E
E

N
 T

H
E

 G
R

A
D

U
A

T
E
 

S
C

H
O

O
L

 O
F

 F
R

O
N

T
IE

R
 S

C
IE

N
C

E
S

, 
T

H
E

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 
O

F
 
T

O
K

Y
O

 
A

N
D

 
TH

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 IB

A
D

A
N

イ
バ

ダ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Ib

ad
an

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

○
○

○
○

国
立

東
京

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

工
学

・
構

築
環

境
学

部
と

の
間

に
お

け
る

学
生

交
流

覚
書

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 
O

N
 

S
T

U
D

E
N

T 
E

X
C

H
A

N
G

E
 B

E
T
W

E
E

N
 T

H
E

 G
R

A
D

U
A

T
E
 

S
C

H
O

O
L

 O
F

 F
R

O
N

T
IE

R
 S

C
IE

N
C

E
S

, 
T

H
E

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 
O

F
 
T

O
K

Y
O

 
A

N
D

 
TH

E
 F

A
C

U
LT

Y 
O

F
 E

N
G

IN
E
R

R
IN

G
 A

N
D

 T
H

E
 

B
U

IL
T
 E

N
V
IR

O
N

M
E
N

T,
 T

H
E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 C

A
P
E
 T

O
W

N

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

工
学

・
構

築
環

境
学

部

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

ap
e 

To
w

n,
 

F
ac

ul
ty

 o
f 
E
ng

in
ee

rin
g 

an
d 

th
e 

B
ui

lt 
E
nv

iro
nm

en
t

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

○

国
立

東
京

大
学

個
別

的
な

協
定

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

工
学

・
構

築
環

境
学

部
と

の
間

に
お

け
る

学
術

交
流

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 

O
N

 
A

C
A

D
E

M
I
C

 
E

X
C

H
A

N
G

E
 B

E
T
W

E
E

N
 T

H
E

 G
R

A
D

U
A

T
E
 

S
C

H
O

O
L

 O
F

 F
R

O
N

T
IE

R
 S

C
IE

N
C

E
S

, 
T

H
E

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 
O

F
 
T

O
K

Y
O

 
A

N
D

 
TH

E
 F

A
C

U
LT

Y 
O

F
 E

N
G

IN
E
R

R
IN

G
 A

N
D

 T
H

E
 

B
U

IL
T
 E

N
V
IR

O
N

M
E
N

T,
 T

H
E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 C

A
P
E
 T

O
W

N

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

工
学

・
構

築
環

境
学

部

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

ap
e 

To
w

n,
 

F
ac

ul
ty

 o
f 
E
ng

in
ee

rin
g 

an
d 

th
e 

B
ui

lt 
E
nv

iro
nm

en
t

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

○

国
立

東
京

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

A
G

R
E
E
M

E
N

T
 O

N
 A

C
A

D
E
M

IC
 E

X
C

H
A

N
G

E
 

B
E
T
W

E
E
N

 R
E
S

E
A

R
C

H
 I

N
T
O

 A
R

T
IF

A
C

T
S
, 

C
E

N
T

E
R

 F
O

R
 E

N
G

E
N

E
E

R
IN

G
, 

T
H

E
 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y
 O

F
 T

O
K
Y
O

  
A

N
D

 A
B

O
M

E
Y-

C
A
LA

V
I U

N
IV

W
E
R

S
IT

Y

ア
ボ

メ
カ

ラ
ビ

大
学

A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○

国
立

東
京

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

と
の

間
に

お
け

る
学

術
交

流
協

定

A
G

R
E
E
M

E
N

T
 O

N
 A

C
A

D
E
M

IC
 E

X
C

H
A

N
G

E
 

B
E
T
W

E
E
N

 T
H

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 N

A
IR

O
B

I 
A

N
D

 T
H

E
 G

R
A

D
U

A
T

E
 S

C
H

O
O

L
 O

F
 

FR
O

N
TI

E
R

 S
C

IE
N

C
E
S
, 
TH

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 

TO
K
YO

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学
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大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

東
京

大
学

個
別

的
な

協
定

東
京

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
と

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

と
の

間
に

お
け

る
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生
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流
覚

書
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R
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大
学

U
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N
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ニ
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○
○

○
○

国
立

東
京

外
国

語
大

学
包

括
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な
協
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【

付
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り

】
国

際
学

術
交

流
協

定
A
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e
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e
n
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A
c
a
d
e
m
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 E
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h
a
n
g
e
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n
d 

C
o
o
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ra
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n
ガ

ー
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大
学

U
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G
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ガ
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ナ
○

○
○

国
立

東
京

外
国

語
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学
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別
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な
協

定
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流
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関
す

る
覚
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M
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o
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ガ

ー
ナ

大
学

U
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ガ
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ナ
○

○

国
立

東
京
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国

語
大

学
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括
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な
協
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【

付
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あ
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】
国

際
学

術
交

流
協

定
A

g
re

e
m

e
n
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fo
r 

A
c
a
d
e
m
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 E
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h
a
n
g
e
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n
d 
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o
o
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ra
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ャ
ン

大
学

U
ni
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D
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メ
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ー
ン

○
○

○

国
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東
京
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国

語
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別
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協
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関
す
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覚
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M
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ha
ng

es
チ

ャ
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大
学
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○
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際
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c
a
d
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h
a
n
g
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d 
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o
o
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ra
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学
U
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○

○
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○
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○

○
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○
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d

e
n
ts

 i
n
 A

c
c
o

rd
a
n
c
e 

w
it
h
 t

h
e
 A

g
re

e
m

e
n
t 

fo
r 

C
o
o
p
e
ra

ti
o
n
 a

n
d 

E
xc

ha
ng

e

ケ
ニ

ア
中

央
医

学
研

究
所

K
en

ya
 M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
○

○

国
立

金
沢

大
学

協
定

部
局

間
国

際
交

流
協

定
A

g
r
e

e
m

e
n

t
 

f
o

r
 

C
o

o
p

e
r
a

t
io

n  
an

d 
E
xc

ha
ng

e
ヒ

ト
ウ

イ
ル

ス
研

究
所

In
st

itu
te

 o
f 
H

um
an

 V
iro

lo
gy

 
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

国
立

福
井

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

福
井

大
学

医
学

部
と

マ
ケ

レ
レ

大
学

医
学

部
と

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定

A
g

re
e

m
e

n
t 

o
n

 A
c

a
d

e
m

ic
 E

x
c

h
a

n
g

e 
be

tw
ee

n 
Th

e 
F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e,

 M
ak

er
er

e 
U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 T

h
e
 F

a
c
u
lt
y 

o
f 

M
e
d
ic

a
l 

S
ci

en
ce

s,
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
F
uk

ui

マ
ケ

レ
レ

大
学

医
学

部
F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e,

 M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○

国
立

岐
阜

大
学

個
別

的
な

協
定

な
し

A
g

re
e

m
e

n
t 

o
n

 S
tu

d
e

n
t 

a
n

d
 F

a
c

u
lt

y 
E

x
c

h
a

n
g

e
 
b

e
tw

e
e

n
 
th

e
 
S

c
h

o
o

l 
o

f 
E

n
g
in

e
e
ri
n
g
 D

e
d
a
n
 K

im
a
th

i 
U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

T
e
c
h
n
o
lo

g
y,

 K
e
n
ya

 a
n
d
 T

h
e
 F

a
c
u
lt
y 

o
f 

E
ng

in
ee

rin
g,

 G
ifu

 U
ni

ve
rs

ity

デ
ィ

ア
ン

キ
マ

テ
ィ

工
学

大
学

　
工

学
部

S
c
h
o
o
l 

o
f 

E
n
g
in

e
e
ri

n
g
 D

e
d
a
n
 K

im
a
th

i 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

○

国
立

岐
阜

大
学

個
別

的
な

協
定

な
し

A
g
re

em
en

t 
o
n 

F
ac

ul
ty

 E
xc

ha
ng

es
 b

et
w

ee
n 

th
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

 A
ct

in
g 

Th
ro

ug
h 

th
e 

C
o
lle

ge
 o

f 
B
as

ic
 a

nd
 A

pp
lie

d 
S
ci

en
ce

s 
an

d 
F
ac

ul
ty

 o
f 

A
pp

lie
d 

B
io

lo
gi

ca
l 
S
ci

en
ce

s,
 G

ifu
 

U
ni

ve
rs

ity
, 

Ja
pa

n

ガ
ー

ナ
大

学
基

礎
応

用
科

学
部

C
o
lle

g
e
 o

f 
B

as
ic

 a
n
d
 A

p
p
lie

d
 S

ci
e
n
ce

s,
 

Th
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○

国
立

岐
阜

大
学

個
別

的
な

協
定

な
し

A
g
re

em
en

t 
o
n 

F
ac

ul
ty

 E
xc

ha
ng

es
 b

et
w

ee
n 

th
e
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

G
h
a
n
a
 A

ct
in

g
 T

h
ro

u
g
h 

th
e 

C
o
lle

ge
 o

f 
B

as
ic

 a
nd

 A
pp

lie
d
 S

ci
en

ce
s 

an
d
 U

n
ite

d
 G

ra
d
u
at

e 
S
ch

o
o
l 

o
f 

V
et

er
in

ar
y 

S
ci

en
ce

s,
 G

ifu
 U

ni
ve

rs
ity

, 
Ja

pa
n

ガ
ー

ナ
大

学
基

礎
応

用
科

学
部

C
o
lle

g
e
 o

f 
B

as
ic

 a
n
d
 A

p
p
lie

d
 S

ci
e
n
ce

s,
 

Th
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○

国
立

名
古

屋
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
大

学
間

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

○
国

立
名

古
屋

大
学

個
別

的
な

協
定

大
学

間
学

術
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

国
立

名
古

屋
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
部

局
間

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ア
フ

リ
カ

人
造

り
拠

点
研

究
所

A
fr

ic
a

n
 

In
s

ti
tu

te
 

fo
r 

C
a

p
a

c
it

y 
D

ev
el

o
pm

en
t(

A
IC

A
D

)
ケ

ニ
ア

○
○

国
立

名
古

屋
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
部

局
間

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ガ
ー

ナ
大

学
社

会
科

学
院

F
a
c
u
lt
y 

o
f 

S
o
c
ia

l 
S

tu
d
ie

s,
U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

G
ha

na
ガ

ー
ナ

○
○

○

国
立

名
古

屋
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
大

学
間

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ス
テ

レ
ン

ボ
ッ

シ
ュ

大
学

S
te

lle
nb

o
sc

h 
U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

国
立

名
古

屋
大

学
個

別
的

な
協

定
大

学
間

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
ac

ad
em

ic
 e

xc
ha

ng
e

ス
テ

レ
ン

ボ
ッ

シ
ュ

大
学

S
te

lle
nb

o
sc

h 
U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○
国

立
三

重
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
な

し
な

し
ザ

ン
ビ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○
○

○

国
立

三
重

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

な
し

ム
ヒ

ン
ビ

リ
健

康
科

学
大

学
医

学
部

S
c
h

o
o

l 
o

f 
M

e
d

ic
in

e
, 

T
h

e
 M

u
h

im
b

il
i 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
H

ea
lth

 a
nd

 A
lli
ed

 S
ci

en
ce

s
タ

ン
ザ

ニ
ア

○
○

○
○

○

国
立

三
重

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

な
し

ガ
ー

ナ
大

学
医

学
部

S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e,

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

○
○

国
立

滋
賀

医
科

大
学

協
定

学
術

協
約

書
A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ナ

イ
ロ

ビ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究

セ
ン

タ
 ー

と
ア

ジ
ス

・
ア

ベ
バ

大
学

社
会

科
学

部
 と

の
研

究
協

力
協

定

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

  
T

H
E

 C
E

N
T

E
R

 F
O

R
 A

F
R

IC
A

N
 A

E
R

A
 

S
T

U
D

IE
S

, 
K

Y
O

T
O

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
,  

A
N

D
 T

H
E
 C

O
LL

E
G

E
 O

F 
S
O

C
IA

L 
S
C

IE
N

C
E
S
, 

A
D

D
IS

 A
B
A
B
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 

ア
デ

ィ
ス

ア
ベ

バ
大

学
A
dd

is
 A

ba
ba

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究

セ
ン

タ
 ー

 （
C

A
A
S）

と
自

然
科

学
研

究
セ

ン
タ

 ー
 （

C
R

SN
）

. 
人

文
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（

C
R

SH
）

お
よ

び
保

健
科

学
研

究
所

（
IR

SS
）

と
の

研
究

協
力

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 

O
N

 
S

C
IE

N
T

IF
IC

 
C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 

B
E

T
W

E
E

N
 

T
H

E
 

G
O

V
E

R
N

M
E

N
T

 
O

F
 
T

H
E

 
P

E
O

P
L

E
S
 

R
E
P
U

B
LI

C
 O

F
 C

O
N

G
O

A
N

D
 T

he
 C

en
te

r 
fo

r 
A
fr
ic

an
 A

re
a 

S
tu

di
es

, 
K
yo

to
 U

ni
ve

rs
ity

自
然

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

C
e

n
tr

e
 D

e
 R

e
c
h

e
rc

h
e

 E
n

 S
c
ie

n
c
e

s 
N

at
ur

el
le

s
コ

ン
ゴ

共
和

国
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究

セ
ン

タ
 ー

 （
C

A
A
S）

と
自

然
科

学
研

究
セ

ン
タ

 ー
 （

C
R

SN
）

. 
人

文
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（

C
R

SH
）

お
よ

び
保

健
科

学
研

究
所

（
IR

SS
）

と
の

研
究

協
力

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 

O
N

 
S

C
IE

N
T

IF
IC

 
C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 

B
E

T
W

E
E

N
 

T
H

E
 

G
O

V
E

R
N

M
E

N
T

 
O

F
 
T

H
E

 
P

E
O

P
L

E
S
 

R
E
P
U

B
LI

C
 O

F
 C

O
N

G
O

A
N

D
 T

he
 C

en
te

r 
fo

r 
A
fr
ic

an
 A

re
a 

S
tu

di
es

, 
K
yo

to
 U

ni
ve

rs
ity

人
文

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

C
e

n
tr

e
 D

e
 R

e
c
h

e
rc

h
e

 E
n

 S
c
ie

n
c
e

s 
H

um
ai

ne
s

コ
ン

ゴ
共

和
国

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究

セ
ン

タ
 ー

 （
C

A
A
S）

と
自

然
科

学
研

究
セ

ン
タ

 ー
 （

C
R

SN
）

. 
人

文
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（

C
R

SH
）

お
よ

び
保

健
科

学
研

究
所

（
IR

SS
）

と
の

研
究

協
力

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 

O
N

 
S

C
IE

N
T

IF
IC

 
C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 

B
E

T
W

E
E

N
 

T
H

E
 

G
O

V
E

R
N

M
E

N
T

 
O

F
 
T

H
E

 
P

E
O

P
L

E
S
 

R
E
P
U

B
LI

C
 O

F
 C

O
N

G
O

A
N

D
 T

he
 C

en
te

r 
fo

r 
A
fr
ic

an
 A

re
a 

S
tu

di
es

, 
K
yo

to
 U

ni
ve

rs
ity

保
健

科
学

研
究

所
In

sr
itu

te
 D

e 
R

ec
he

rc
he

 E
n 

S
ci

en
ce

s 
D

e 
La

 
S
an

te
コ

ン
ゴ

共
和

国
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

ソ
コ

イ
ネ

農
業

大
学

（
タ

ン
ザ

ニ
ア

）
と

京
都

大
学

農
学

部
と

の
学

術
協

力
・

学
術

交
流

に
関

す
る

一
般

的
覚

書

G
E
N

E
R

A
L 

M
E
M

O
R

A
N

D
U

M
 F

O
R

 A
C

A
D

E
M

IC
 

C
O

O
P
O

R
A
TI

O
N

 A
N

D
 E

X
C

H
A
N

G
E
 B

E
TW

E
E
N

 
S
O

K
O

IN
E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

G
R

IC
U

LT
U

R
E
, 

M
O

R
O

G
O

R
O

, 
T

A
N

Z
A

N
IA

 
A

N
D

 
T

H
E
 

F
A

C
U

L
T

Y
 O

F
 A

G
R

IC
U

L
T

U
R

E
, 

K
Y

O
T

O
 

U
N

IV
E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

ソ
コ

イ
ネ

農
業

大
学

S
o
ko

in
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

ヤ
ウ

ン
デ

第
一

大
学

人
文

社
会

学
部

と
京

都
大

学
大

学
院

ア
ジ

ア
・

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究

研
究

科
と

の
間

の
学

術
交

流
・

協
力

に
関

す
る

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

an
d 

C
o
o
pe

ra
tio

n
ヤ

ウ
ン

デ
第

一
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Ya

o
un

de
 I

カ
メ

ル
ー

ン
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

ボ
ッ

ソ
ウ

環
境

研
究

所
（

ギ
ニ

ア
共

和
国

）、
京

都
大

学
霊

長
類

研
究

所
、

大
学

院
ア

ジ
ア

･
ア

フ
リ

カ
地

域
研

究
研

究
科

、
お

よ
び

ア
フ

リ
カ

地
域

研
究
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H
A

N
G

E
 

A
C

T
IV

IT
IE

S
 B

E
T
W

E
E

N
 T

H
E

 G
R

A
D

U
A

T
E
 

S
C

H
O

O
L
 O

F
 G

L
O

B
A

L
 E

N
V

IR
O

N
M

E
N

T
A

L 
S

T
U

D
IE

S
 A

N
D

 G
R

A
D

U
A

T
E

 S
C

H
O

O
L
 O

F 
A

S
IA

N
 A

N
D

 A
F

R
IC

A
N

 A
R

E
A

 S
T
U

D
IE

S
, 

K
YO

TO
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

 A
N

D
 F

A
C

U
LT

Y 
O

F 
A
G

R
IC

U
L 

U
N

IV
E
R

S
IT

Y

チ
ャ

ン
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
 D

sc
ha

ng
カ

メ
ル

ー
ン

○
○

○
○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

エ
ネ

ル
ギ

ー
理

工
学

研
究

所
と

ネ
ル

ソ
ン

マ
ン

デ
ラ

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
大

学
高

解
像

度
ト

ラ
ン

ス
ミ

ッ
シ

ョ
ン

電
子

顕
微

鏡
検

査
セ

ン
タ

ー
と

の
学

術
交

流
協

定

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 
F

O
R

 
A

C
A

D
E

M
IC

 
C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 A
N

D
 E

X
C

H
A
N

G
E
 B

E
TW

E
E
N

 
T
H

E
 I

N
S
T
IT

U
T
E
 O

F
 A

D
V
A

N
C

E
D

 E
N

E
R

G
Y,

 
K

Y
O

T
O

 U
N

IV
E

R
S

IT
Y
 A

N
D

 T
H

E
 C

E
N

T
E

R
 

F
O

R
 H

IG
H

 R
E
S
O

LU
T
IO

N
 T

R
A
N

S
IM

IS
S
IO

N
 

E
L

E
C

T
R

O
N

 M
IC

R
O

S
C

O
P

Y
, 

N
E

L
S

O
N

 
M

A
N

D
E
LA

 M
E
TR

O
P
O

LI
T
A
N

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y

ネ
ル

ソ
ン

マ
ン

デ
ラ

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
大

学
N

el
so

n 
M

an
de

la
 M

et
ro

po
lit

an
 U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

キ
ン

シ
ャ

サ
大

学
内

・
ユ

ネ
ス

コ
・

ア
フ

リ
カ

地
域

熱
帯

雨
林

と
土

地
統

合
管

理
大

学
校

と
京

都
大

学
野

生
動

物
研

究
セ

ン
タ

ー
と

の
学

術
協

力
に

関
す

る
覚

書

G
E

N
E

R
A

L
 

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 
F

O
R

 
A

C
A

D
E

M
IC

 C
O

O
P

E
R

A
T

IO
N

 b
e

tw
e

e
n 

U
N

E
S
C

O
 R

e
g
io

n
al

 P
o
st

-g
ra

d
u
at

e
 S

ch
o
o
l 

fo
r 

In
te

g
ra

te
d
 M

an
ag

e
m

e
n
t 

o
f 

la
n
d
s 

an
d 

T
ro

p
ic

a
l 

F
o

re
st

s 
o

f 
U

N
E

S
C

O
,K

in
sh

a
sa

 
U

ni
ve

rs
ity

,K
in

sh
as

a,
D

em
o
cr

at
ic

 R
ep

ub
lic

 o
f 

th
e 

C
o
ng

o
 a

nd
 t

he
 W

ild
lif

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r 

o
f 
K
yo

to
 U

ni
ve

rs
ity

, 
K
yo

to
, 

Ja
pa

n

1
.ユ

ネ
ス

コ
・

ア
フ

リ
カ

地
域

熱
帯

雨
林

2
.土

地
統

合
管

理
大

学
校

1
.U

N
E
S
C

O
 R

eg
io

na
l P

o
st

-g
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l 

fo
r 

In
te

g
ra

te
d

 M
a
n

a
g

e
m

e
n

t 
o

f 
la

n
d

s 
2

.T
ro

p
ic

al
 F

o
re

st
s 

o
f 

U
N

E
S

C
O

,K
in

sh
as

a 
U

ni
ve

rs
ity

,K
in

sh
as

a,
D

em
o
cr

at
ic

 R
ep

ub
lic

 o
f 

th
e 

C
o
ng

o

コ
ン

ゴ
共

和
国

○
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

と
マ

ケ
レ

レ
大

学
と

の
大

学
間

学
術

交
流

協
定

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
c
a
d
e
m

ic
 C

o
-o

p
e
ra

ti
o
n
 a

n
d
 E

xc
h
a
n
g
e 

b
e
tw

e
e
n
 M

a
ke

re
re

 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 K

yo
to

 
U

ni
ve

rs
ity

マ
ケ

レ
レ

大
学

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

と
ガ

ー
ナ

大
学

と
の

大
学

間
学

術
交

流
協

定

G
E
N

E
R

A
L 

M
E
M

O
R

A
N

D
U

M
 F

O
R

 A
C

A
D

E
M

IC
 

C
O

O
P
E
R

A
TI

O
N

 A
N

D
 E

X
C

H
A
N

G
E
 B

E
TW

E
E
N

 
K
YO

T
O

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y 
A
N

D
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 

G
H

A
N

A

ガ
ー

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

と
コ

ナ
ク

リ
大

学
と

の
大

学
間

学
術

交
流

協
定

G
e

n
e

ra
l 

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 f

o
r 

A
c
a

d
e

m
ic

 
C

o
o
pe

ra
tio

n 
an

d
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

K
yo

to
 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
C

o
na

kr
y

コ
ナ

ク
リ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

o
na

kr
y

ギ
ニ

ア
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

と
キ

ン
シ

ャ
サ

大
学

と
の

大
学

間
学

術
交

流
協

定

G
e

n
e

ra
l 

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 f

o
r 

A
c
a

d
e

m
ic

 
C

o
o
pe

ra
tio

n 
an

d
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

K
yo

to
 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
in

sh
as

a
キ

ン
シ

ャ
サ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
K
in

sh
as

a
コ

ン
ゴ

共
和

国
○

○
○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

と
ハ

ル
ツ

ー
ム

大
学

と
の

大
学

間
学

術
交

流
協

定

G
e

n
e

ra
l 

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 f

o
r 

A
c
a

d
e

m
ic

 
C

o
o
pe

ra
tio

n 
an

d
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

K
yo

to
 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
ha

rt
o
um

ハ
ル

ツ
ー

ム
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
ha

rt
o
um

ス
ー

ダ
ン

○
○

○

国
立

京
都

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

大
学

と
ボ

ツ
ワ

ナ
大

学
と

の
大

学
間

学
術

交
流

協
定

G
e

n
e

ra
l 

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 f

o
r 

A
c
a

d
e

m
ic

 
C

o
o
pe

ra
tio

n 
an

d
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

K
yo

to
 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 T

he
 U

ni
ve

rs
o
ty

 o
f 
B
o
ts

w
an

a
ボ

ツ
ワ

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
B
o
ts

w
an

a
ボ

ツ
ワ

ナ
○

○
○

国
立

大
阪

大
学

個
別

的
な

協
定

学
術

交
流

協
定

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 o

n 
A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e

コ
ッ

パ
ー

ベ
ル

ト
大

学
C

o
pp

er
be

lt 
U

ni
ve

rs
ity

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○

国
立

大
阪

大
学

個
別

的
な

協
定

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

フ
リ

ー
ス

テ
ー

ト
大

学
・

人
文

科
学

部
F
ac

u
lt
y 

o
f 

th
e
 H

u
m

an
it
ie

s,
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

F
re

e 
S
ta

te
南

ア
フ

リ
カ

○
○

○

国
立

大
阪

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

医
学

系
研

究
科

 
医

学
部

G
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e

ア
ル

・
ザ

イ
エ

ム
　

ア
ル

・
ア

ズ
ハ

リ
大

学
医

学
部

F
a
c
u
lt

y 
o

f 
M

e
d

ic
in

e
 A

lz
a
ie

m
 A

la
zh

a
ri
 

U
ni

ve
rs

ity
ス

ー
ダ

ン
○

○

国
立

大
阪

大
学

個
別

的
な

協
定

医
学

系
研

究
科

 
医

学
部

G
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e

ア
ル

・
ザ

イ
エ

ム
　

ア
ル

・
ア

ズ
ハ

リ
大

学
医

学
部

F
a
c
u
lt

y 
o

f 
M

e
d

ic
in

e
 A

lz
a
ie

m
 A

la
zh

a
ri
 

U
ni

ve
rs

ity
ス

ー
ダ

ン
○

○

国
立

大
阪

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

医
学

系
研

究
科

 
医

学
部

G
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e

ア
ル

・
ザ

イ
エ

ム
　

ア
ル

・
ア

ズ
ハ

リ
大

学
医

療
技

術
科

学
部

F
a
c
u
lt
y 

o
f 

M
e
d
ic

a
l 

T
e
c
h
n
ic

a
l 

S
c
ie

n
c
e
s 

A
lz

ai
em

 A
la

zh
ar

i U
ni

ve
rs

ity
ス

ー
ダ

ン
○

○

国
立

大
阪

大
学

個
別

的
な

協
定

医
学

系
研

究
科

 
医

学
部

G
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
M

ed
ic

in
e

ア
ル

・
ザ

イ
エ

ム
　

ア
ル

・
ア

ズ
ハ

リ
大

学
医

療
技

術
科

学
部

F
a
c
u
lt
y 

o
f 

M
e
d
ic

a
l 

T
e
c
h
n
ic

a
l 

S
c
ie

n
c
e
s 

A
lz

ai
em

 A
la

zh
ar

i U
ni

ve
rs

ity
ス

ー
ダ

ン
○

○

国
立

神
戸

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

ハ
ル

ツ
ー

ム
国

立
研

究
所

N
at

io
na

l C
en

tr
e 

fo
r 
R

es
ea

rc
h 

(N
C

R
)

ス
ー

ダ
ン

○
○

○
国

立
神

戸
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
な

し
N

/A
マ

セ
ノ

大
学

M
as

en
o
 U

ni
ve

rs
ity

ケ
ニ

ア
○

○
○

国
立

神
戸

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
D

ar
 E

s 
S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

国
立

神
戸

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

ガ
ー

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

国
立

神
戸

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

マ
ケ

レ
レ

大
学

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

国
立

神
戸

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

マ
ラ

ウ
イ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

al
aw

i
マ

ラ
ウ

イ
○

○
○
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日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

鳥
取

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

交
流

協
定

A
g
re

e
m

e
n
t 

o
f 

A
c
a
d
e
m

ic
 E

xc
h
a
n
g
e
 a

n
d 

C
o
o
pe

ra
tio

n
ハ

ル
ツ

ー
ム

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
K
ha

rt
o
um

ス
ー

ダ
ン

○
○

○

国
立

鳥
取

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

交
流

協
定

A
g
re

e
m

e
n
t 

o
f 

A
c
a
d
e
m

ic
 E

xc
h
a
n
g
e
 a

n
d 

C
o
o
pe

ra
tio

n
バ

ハ
ル

ダ
ー

ル
大

学
B
ah

ir 
D

ar
 U

ni
ve

rs
ity

エ
チ

オ
ピ

ア
○

○
○

国
立

鳥
取

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

○

国
立

鳥
取

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

学
術

交
流

協
定

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

マ
ケ

レ
レ

大
学

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○
○

国
立

島
根

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

島
根

大
学

と
ア

ワ
サ

大
学

と
の

交
流

に
関

す
る

協
定

書

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

 
H

A
W

A
S

S
A

 U
N

IV
E

R
R

S
IT

Y
 A

N
D

 S
H

IM
A

N
E
 

U
N

IV
E
R

S
IT

Y
ア

ワ
サ

大
学

H
aw

as
sa

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○

国
立

島
根

大
学

個
別

的
な

協
定

島
根

大
学

と
ア

ワ
サ

大
学

と
の

学
術

交
流

に
関

す
る

協
定

書
覚

書

S
U

P
P

L
E

M
E

N
T

A
R

Y
 A

G
R

E
E

M
E

N
T

 F
O

R
 

A
C

A
D

E
M

IC
 
E

X
C

H
A

N
G

E
 
B

E
T

W
E

E
N

  
H

A
W

A
S

S
A

 U
N

IV
E

R
R

S
IT

Y
 A

N
D

 S
H

IM
A

N
E
 

U
N

IV
E
R

S
IT

Y

ア
ワ

サ
大

学
H

aw
as

sa
 U

ni
ve

rs
ity

エ
チ

オ
ピ

ア
○

○

国
立

岡
山

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

－

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

 
O

K
A
YA

M
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

 A
N

D
 J

O
M

O
 

K
E
N

YA
T
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

G
R

IC
U

LT
U

R
E
 

A
N

D
 T

E
C

H
N

O
LO

G
Y,

 K
E
N

YA

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

○

国
立

岡
山

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

岡
山

大
学

（
日

本
国

）
と

ガ
ー

ナ
大

学
（

ガ
ー

ナ
国

）
と

の
協

力
協

定

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 G

H
A

N
A

, 
G

H
A

N
A

 A
N

D
 

O
K
A
YA

M
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

ガ
ー

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

○

国
立

岡
山

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

－

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 B
E
TW

E
E
N

 
O

K
A
YA

M
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

 A
N

D
 J

O
M

O
 

K
E
N

YA
T
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

G
R

IC
U

LT
U

R
E
 

A
N

D
 T

E
C

H
N

O
LO

G
Y,

 K
E
N

YA

マ
ケ

レ
レ

大
学

 
M

ak
er

er
e 

U
ni

ve
rs

ity
ウ

ガ
ン

ダ
○

○
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
と

ケ
ー

プ
コ

ー
ス

ト
大

学
と

の
間

に
お

け
る

学
術

・
教

育
交

流
に

関
す

る
協

定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 
O

N
 
A

C
A

D
E

M
IC

 
A

N
D

 
E

D
U

C
A

T
IO

N
A

L
 E

X
C

H
A

N
G

E
 B

E
T

W
E

E
N

 
T
H

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 C

A
P

E
 C

O
A

S
T
 A

N
D

 
H

IR
O

S
H

IM
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y

ケ
ー

プ
コ

ー
ス

ト
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
C

ap
e 

C
o
as

t
ガ

ー
ナ

○
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
と

ケ
ニ

ヤ
共

和
国

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
大

学
と

の
間

の
学

術
・

教
育

交
流

に
関

す
る

協
定

M
E
M

O
R

A
N

D
U

M
 O

F
 U

N
D

E
R

S
T
A
N

D
IN

G
 O

N
 

A
C

A
D

E
M

IC
 A

N
D

 E
D

U
C

A
TI

O
N

A
L 

E
X
C

H
A
N

G
E
 

B
E
TW

E
E
N

 H
IR

O
S
H

IM
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 J

A
P
A
N

 
A
N

D
 K

E
N

YA
T
T
A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 K

E
N

YA

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
大

学
K
en

ya
tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
ケ

ニ
ア

○
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
と

シ
エ

ラ
レ

オ
ネ

共
和

国
シ

エ
ラ

レ
オ

ネ
大

学
と

の
間

の
学

術
・

教
育

交
流

に
関

す
る

協
定

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 
O

N
 
A

C
A

D
E

M
IC

 
A

N
D

 
E
D

U
C

A
TI

O
N

A
L 

E
X
C

H
A
N

G
E
 B

E
TW

E
E
N

 T
H

E
 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y
 O

F
 S

IE
R

R
A

 L
E

O
N

E
, 

S
IE

R
A
 

L
E

O
N

E
 A

N
D

 H
IR

O
S

H
IM

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
, 

JA
P
A
N

シ
エ

ラ
レ

オ
ネ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
S
ie

rr
a 

Le
o
ne

シ
エ

ラ
レ

オ
ネ

○
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
大

学
院

国
際

協
力

研
究

科
と

ザ
ン

ビ
ア

共
和

国
ザ

ン
ビ

ア
大

学
教

育
学

部
と

の
間

の
学

術
・

教
育

交
流

に
関

す
る

協
定

書

ザ
ン

ビ
ア

大
学

教
育

学
部

S
ch

o
o
l o

f 
E
du

ca
tio

n,
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

M
E
M

O
R

A
N

D
U

M
 O

F
 U

N
D

E
R

S
T
A
N

D
IN

G
 O

N
 

A
C

A
D

E
M

IC
 E

X
C

H
A
N

G
E
 B

E
TW

E
E
N

 S
C

H
O

O
L 

O
F
 E

D
U

C
A
TI

O
N

, 
M

A
K
E
R

E
R

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y,
 

U
G

A
N

D
A

 A
N

D
 C

E
N

T
E
R

 F
O

R
 T

H
E
 S

T
U

D
Y 

O
F
 I

N
T
E

R
N

A
T
IO

N
A

L
 C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 I

N
 

E
D

U
C

A
T
IO

N
, 

H
IR

O
S

H
IM

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
, 

JA
P
A
N

マ
ケ

レ
レ

大
学

教
育

学
部

S
ch

o
o
l o

f 
E
du

ca
tio

n,
 M

ak
er

er
e 

U
nv

ie
rs

ity
ウ

ガ
ン

ダ
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
国

際
協

力
研

究
セ

ン
タ

ー
と

タ
ン

ザ
ニ

ア
連

邦
共

和
国

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

教
育

学
部

と
の

間
の

学
術

交
流

に
関

す
る

協
定

書

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

F
ac

u
lty

 o
f 

E
d
u
ca

tio
n
, 

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
D

ar
 e

s 
S

a
la

a
m

, 
T
a
n
za

n
ia

 a
n
d
 C

e
n
te

r 
fo

r 
S

tu
d
y 

o
f 

In
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
p
er

at
io

n
 i

n
 E

d
u
ca

tio
n
, 

H
iro

sh
im

a 
U

ni
ve

rs
ity

, 
Ja

pa
n

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

教
育

学
部

F
ac

ul
ty

 o
f 

E
d
uc

at
io

n,
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

D
ar

 E
s 

S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

A
G

R
E
E
M

E
N

T
 O

N
 A

C
A

D
E
M

IC
 E

X
C

H
A

N
G

E
 

B
E

T
W

E
E

N
 C

E
N

T
E

R
 F

O
R

 T
H

E
 S

T
U

D
Y 

O
F
 I

N
T
E

R
N

A
T
IO

N
A

L
 C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 I

N
 

E
D

U
C

A
T
IO

N
, 

H
IR

O
S

H
IM

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
, 

JA
P
A
N

 A
N

D
 C

E
N

T
E
R

 F
O

R
 E

D
U

C
A
T
IO

N
A
L 

R
E
S
E
A

R
C

H
 A

N
D

 T
R

A
IN

IN
G

, 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 M

A
LA

W
I, 

M
A
LA

W
I

マ
ラ

ウ
ィ

大
学

教
育

研
究

訓
練

セ
ン

タ
ー

C
e
n
tr

e
 f

o
r 

E
d
u
c
a
ti

o
n
a
l 

R
e
se

a
rc

h
 a

n
d 

Tr
ai

ni
ng

, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
M

al
aw

i
マ

ラ
ウ

イ
○

○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

日
本

国
広

島
大

学
国

際
協

力
研

究
セ

ン
タ

ー
と

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

プ
レ

ト
リ

ア
大

学
科

学
・

数
学

・
技

術
教

育
共

同
セ

ン
タ

ー
と

の
間

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
g

re
e

m
e

n
t 

o
n

 A
c

a
d

e
m

ic
 E

x
c

h
a

n
g

e 
b

e
tw

e
e

n
Jo

in
t 

C
e

n
tr

e
 
fo

r 
S

c
ie

n
c

e
, 

M
at

h
e
m

at
ic

s 
an

d
 T

e
ch

n
o
lo

g
y 

E
d
u
ca

ti
o
n
, 

U
n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

P
re

to
ri
a
, 

S
o
u
th

 A
fr

ic
a
 a

n
d 

C
en

te
r 
fo

r 
S
tu

dy
 o

f 
In

te
rn

at
io

na
l C

oo
pe

ra
tio

n 
in

 E
du

ca
tio

n,
 H

iro
sh

im
a 

U
ni

ve
rs

ity
, 

Ja
pa

n

プ
レ

ト
リ

ア
大

学
科

学
・

数
学

・
技

術
教

育
共

同
セ

ン
タ

ー

Jo
in

t 
C

e
n
tr

e
 f

o
r 

S
c
ie

n
c
e
, 

M
a
th

e
m

a
ti
c
s 

an
d
 T

ec
h
n
o
lo

g
y 

E
d
u
ca

tio
n
, 

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
P
re

to
ria

南
ア

フ
リ

カ
○

国
立

広
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
b
e
tw

e
e
n
 I

n
st

itu
te

 f
o
r 

A
d
va

n
ce

d
 M

at
e
ri
al

s 
R

e
se

a
rc

h
 [

a
t 

H
ir
o
sh

im
a
 U

n
iv

e
rs

it
y]

 a
n
d 

T
h
e
 S

o
u
th

 A
fr
ic

an
 I

n
st

itu
te

 f
o
r 

A
d
va

n
ce

d 
M

at
er

ia
ls

 C
he

m
is

tr
y 

[a
t 

th
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
th

e 
W

es
te

rn
 C

ap
e]

西
ケ

ー
プ

大
学

南
ア

フ
リ

カ
応

用
材

料
化

学
研

究
所

S
o

u
th

 A
fr

ic
a
n
 I

n
st

it
u
te

 f
o

r 
A

d
va

n
c
e
d 

M
a
te

ri
a
ls

 C
h
e
m

is
tr

y,
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

th
e 

W
es

te
rn

 C
ap

e
南

ア
フ

リ
カ

○
○

○

国
立

徳
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

学
術

交
流

協
定

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

F 
A
C

A
D

E
M

IC
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

ゴ
ン

ダ
ー

ル
大

学
 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

o
nd

ar
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○
○

国
立

徳
島

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
流

の
覚

書
A
D

D
E
N

D
U

M
 T

O
 T

H
E
 A

G
R

E
E
M

E
N

T
ゴ

ン
ダ

ー
ル

大
学

 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

o
nd

ar
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

国
立

鳴
門

教
育

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

国
際

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t o

f I
nt

er
na

tio
na

l A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e

プ
レ

ト
リ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
P
re

to
ria

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

○
国

立
鳴

門
教

育
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
国

際
学

術
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t o

f I
nt

er
na

tio
na

l A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

教
育

大
学

P
ed

ag
o
gi

ca
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
M

o
za

m
bi

qu
e

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

○
○

○
○

国
立

鳴
門

教
育

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
流

実
施

細
目

P
ar

tic
ul

ar
s 

fo
r 
a 

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

プ
レ

ト
リ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
P
re

to
ria

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

国
立

鳴
門

教
育

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
流

実
施

細
目

P
ar

tic
ul

ar
s 

fo
r 
a 

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

教
育

大
学

P
ed

ag
o
gi

ca
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
M

o
za

m
bi

qu
e

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

○
○

○
国

立
愛

媛
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
な

し
な

し
ル

リ
オ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 L

ur
io

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

○
○

○

国
立

愛
媛

大
学

個
別

的
な

協
定

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

共
和

国
ル

リ
オ

大
学

、
日

本
国

国
立

大
学

法
人

愛
媛

大
学

、
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
共

和
国

教
育

省
、

国
際

協
力

機
構

(J
IC

A
)
と

の
学

術
交

流
協

定
書

 M
em

or
an

du
m

 fo
r 
A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

am
on

g 
Lu

ri
o
 U

n
iv

er
si

ty
, 

R
ep

u
b
lic

 o
f 

M
o
za

m
b
iq

u
e 

N
a
ti

o
n

a
l 

U
n

iv
e
rs

it
y 

C
o

rp
o

ra
ti

o
n

 E
h

im
e 

U
n
iv

e
rs

it
y,

 J
ap

an
, 

M
in

is
tr

y 
o
f 

E
d
u
ca

ti
o
n
, 

R
e

p
u

b
li
c
 o

f 
M

o
z
a

m
b

iq
u

e
, 

a
n

d
 J

a
p

a
n 

In
te

rn
at

io
na

l C
oo

pe
ra

tio
n 

A
ge

nc
y 

(J
IC

A
)

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

共
和

国
ル

リ
オ

大
学

、
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
共

和
国

教
育

省
、

国
際

協
力

機
構

(J
IC

A)

Lu
rio

 U
ni

ve
rs

ity
, 

R
ep

ub
lic

 o
f M

oz
am

bi
qu

e 
M

in
is

try
 o

f E
du

ca
tio

n,
 R

ep
ub

lic
 o

f M
oz

am
bi

qu
e,

 
Ja

pa
n 

In
te

rn
at

io
na

l C
oo

pe
ra

tio
n 

Ag
en

cy
 (

JI
C

A)
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
○

○

国
立

高
知

大
学

協
定

学
術

交
流

協
定

書
A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ガ

ー
ナ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

国
立

高
知

大
学

覚
書

学
生

交
流

に
関

す
る

覚
書

A
D

D
E
N

D
U

M
 O

N
E
 T

O
 T

H
E
 M

E
M

O
R

A
N

D
U

M
 

O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 F
O

R
 S

T
U

D
E

N
T 

E
X
C

H
A
N

G
E
S

ガ
ー

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○

国
立

九
州

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ス

ー
ダ

ン
国

立
研

究
所

N
at

io
na

l C
en

te
r 
fo

r 
R

es
ea

rc
h

ス
ー

ダ
ン

○
○

 
○

国
立

九
州

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

学
術

交
流

協
定

及
び

学
生

交
流

協
定

A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

N
 A

C
A
D

E
M

IC
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

 
an

d 
A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

N
 S

TU
D

E
N

T 
E
XC

H
A
N

G
E

ガ
ー

ナ
大

学
理

学
部

U
n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

G
h
a
n
a
 A

ct
in

g
 t

h
ro

u
g
h
 t

h
e 

C
o
lle

ge
 o

f 
B
as

ic
 a

nd
 A

pp
lie

d 
S
ci

en
ce

s
ガ

ー
ナ

○
○

○
○

国
立

九
州

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

学
術

交
流

協
定

Ag
re

em
en

t f
or

 A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

an
d 

Co
op

er
at

io
n

ザ
ン

ビ
ア

大
学

鉱
山

学
部

S
ch

o
o
l o

f 
M

in
es

, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○
国

立
九

州
大

学
個

別
的

な
協

定
学

生
交

流
に

関
す

る
覚

書
M

em
o
ra

nd
um

 o
n 

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e
ザ

ン
ビ

ア
大

学
鉱

山
学

部
S
ch

o
o
l o

f 
M

in
es

, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
国

立
九

州
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
学

術
交

流
協

定
A
G

R
E
E
M

E
N

T 
O

N
 A

C
A
D

E
M

IC
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

ヨ
ハ

ネ
ス

ブ
ル

グ
大

学
理

学
部

Fa
cu

lty
 o

f S
ci

en
ce

,U
ni

ve
rs

ity
 o

f J
ah

an
ne

sb
ur

g
南

ア
フ

リ
カ

○
○

○
国

立
九

州
工

業
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
な

し
M

em
o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

連
邦

工
科

大
学

ア
ク

ラ
校

Fe
de

ra
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

ec
hn

ol
og

y,
 A

ku
re

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

○
○

○
○

国
立

九
州

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

な
し

Ex
ch

an
ge

 A
pp

en
di

x 
to

 th
e 

M
em

or
an

du
m

 o
f U

nd
er

st
an

di
ng

 連
邦

工
科

大
学

ア
ク

ラ
校

Fe
de

ra
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
Te

ch
no

lo
gy

, 
A
ku

re
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

国
立

九
州

工
業

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

な
し

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

オ
ー

ル
ネ

ー
シ

ョ
ン

ズ
大

学
A
ll 

N
at

io
ns

 U
ni

ve
rs

ity
 C

o
lle

ge
ガ

ー
ナ

○
○

○
○

国
立

九
州

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

な
し

A
pp

en
di

x 
to

 th
e 

M
em

or
an

du
m

 o
f U

nd
er

st
an

di
ng

 オ
ー

ル
ネ

ー
シ

ョ
ン

ズ
大

学
A
ll 

N
at

io
ns

 U
ni

ve
rs

ity
 C

o
lle

ge
ガ

ー
ナ

○
○

○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

長
崎

大
学

と
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

大
学

と
の

間
の

学
術

交
流

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
on

 A
ca

de
m

ic
 C

oo
pe

ra
tio

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 K
en

ya
tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

大
学

K
en

ya
tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
ケ

ニ
ア

○
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

個
別

的
な

協
定

長
崎

大
学

と
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

大
学

と
の

間
に

お
け

る
学

術
交

流
協

定
に

基
づ

く
学

生
交

流
に

関
す

る
覚

書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

 o
n 

 S
tu

de
nt

 
E
xc

ha
ng

e 
ba

se
d 

o
n 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n 
A

g
re

e
m

e
n
t 

b
e
tw

e
e
n
 N

a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

an
d 

K
en

ya
tt
a 

U
ni

ve
rs

ity

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
大

学
K
en

ya
tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
ケ

ニ
ア

○
○



50 51

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

長
崎

大
学

と
ケ

ニ
ア

中
央

医
学

研
究

所
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
b
e
tw

e
e
n
 N

a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 K

e
n
ya

 
M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
中

央
医

学
研

究
所

K
en

ya
 M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
○

○

国
立

長
崎

大
学

個
別

的
な

協
定

ケ
ニ

ア
中

央
医

学
研

究
所

と
長

崎
大

学
熱

帯
医

学
研

究
所

間
の

覚
書

M
e
m

o
ra

n
d
u
m

 o
f 

U
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g
 b

e
tw

e
e
n 

K
e
n
ya

 M
e
d
ic

a
l 

R
e
se

a
rc

h
 I

n
st

it
u
te

 a
n
d 

N
a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

In
st

it
u
te

 o
f 

T
ro

p
ic

a
l 

M
ed

ic
in

e

ケ
ニ

ア
中

央
医

学
研

究
所

K
en

ya
 M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
○

○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
ナ

イ
ロ

ビ
大

学
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 U
ni

ve
rs

ity
 

o
f 
N

ai
ro

bi
ナ

イ
ロ

ビ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
ケ

ニ
ア

国
立

海
洋

水
産

研
究

所
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
b
e
tw

e
e
n
 N

a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 K

e
n
ya

 
M

ar
in

e 
an

d 
F
is

he
rie

s 
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
国

立
海

洋
水

産
研

究
所

K
e
n
ya

 M
a
ri

n
e
 a

n
d
 F

is
h
e
ri

e
s 

R
e
se

a
rc

h 
In

st
itu

te
ケ

ニ
ア

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

長
崎

大
学

と
モ

イ
大

学
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
b
e
tw

e
e
n
 N

a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d

 M
o

i 
U

ni
ve

rs
ity

モ
イ

大
学

M
o
i U

ni
ve

rs
ity

ケ
ニ

ア
○

○
○

○

国
立

長
崎

大
学

個
別

的
な

協
定

長
崎

大
学

と
モ

イ
大

学
と

の
間

に
お

け
る

学
術

交
流

協
定

に
基

づ
く

学
生

交
流

に
関

す
る

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 o

n 
S
tu

d
en

t 
E
xc

ha
ng

e 
ba

se
d
 o

n 
th

e 
A
ca

d
em

ic
 

C
o
o
pe

ra
tio

n 
A
g
re

em
en

t 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 M

o
i U

ni
ve

rs
ity

モ
イ

大
学

M
o
i U

ni
ve

rs
ity

ケ
ニ

ア
○

○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
マ

セ
ノ

大
学

と
の

間
の

学
術

交
流

協
定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
b
et

w
ee

n
 N

ag
as

ak
i 

U
n
iv

er
si

ty
 a

n
d
 M

as
en

o
 

U
ni

ve
rs

ity
マ

セ
ノ

大
学

M
as

en
o
 U

ni
ve

rs
ity

ケ
ニ

ア
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
南

ア
フ

リ
カ

国
立

感
染

症
研

究
所

と
の

間
の

学
術

交
流

協
定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
B

et
w

ee
n
 N

ag
as

ak
i 

U
n
iv

er
si

ty
 a

n
d
 N

at
io

n
al

 
in

st
itu

te
 f

o
r 

C
o
m

m
un

ic
ab

le
 D

is
ea

se
s 

o
f 

th
e 

N
at

io
na

l H
ea

lth
 L

ab
o
ra

to
ry

 S
er

vi
ce

南
ア

フ
リ

カ
国

立
感

染
症

研
究

所
N

a
ti

o
n

a
l 

in
st

it
u

te
 f

o
r 

C
o

m
m

u
n

ic
a
b

le
 

D
is

ea
se

s 
o
f 
th

e 
N

at
io

na
l 
H

ea
lth

 L
ab

o
ra

to
ry

 
S
er

vi
ce

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
ム

ヒ
ン

ビ
リ

健
康

科
学

大
学

と
の

間
の

学
術

交
流

協
定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 M
uh

im
bi

li 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
H

ea
lth

 a
nd

 A
lli
ed

 S
ci

en
ce

s
ム

ヒ
ン

ビ
リ

健
康

科
学

大
学

M
u
h
im

b
ili

 U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
H

ea
lth

 a
n
d
 A

lli
ed

 
S
ci

en
ce

s
タ

ン
ザ

ニ
ア

○
○

○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

長
崎

大
学

と
ザ

ン
ビ

ア
大

学
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 U
ni

ve
rs

ity
 

o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

個
別

的
な

協
定

長
崎

大
学

と
ザ

ン
ビ

ア
大

学
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定
書

に
基

づ
く

長
崎

大
学

と
ザ

ン
ビ

ア
大

学
と

の
間

に
お

け
る

学
生

交
流

に
関

す
る

覚
書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 

U
nd

er
st

an
di

ng
 o

n 
S
tu

de
nt

 
E

xc
h
a
n
g
e
 b

e
tw

e
e
n
 N

a
g
a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

Z
a
m

b
ia

 b
a
se

d
 o

n
 t

h
e 

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
 N

ag
as

ak
i U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 U
ni

ve
rs

ity
 

o
f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
キ

ン
シ

ャ
サ

大
学

と
の

間
の

学
術

交
流

協
定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 U
ni

ve
rs

ity
 

o
f 
K
in

sh
as

a
キ

ン
シ

ャ
サ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
K
in

sh
as

a
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
大

学
と

の
間

の
学

術
交

流
協

定

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

n
 A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
be

tw
ee

n 
N

ag
as

ak
i 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 U
ni

ve
rs

ity
 

o
f 
N

ig
er

ia
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ig
er

ia
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

国
立

長
崎

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

長
崎

大
学

と
セ

ー
シ

ェ
ル

大
学

と
の

間
に

お
け

る
協

定

M
e
m

o
ra

n
d
u
m

 o
f 

U
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g
 b

e
tw

e
e
n 

N
a
g

a
sa

ki
 U

n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d

 U
n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

S
ey

ch
el

le
s 

セ
ー

シ
ェ

ル
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
S
ey

ch
el

le
s 

セ
ー

シ
ェ

ル

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
g

re
e

m
e

n
t 

o
n

 A
c
a

d
e

m
ic

 E
xc

a
h

a
n

g
e 

b
et

w
ee

n
 F

ac
u
ty

 o
f 

L
ife

 S
ci

en
ce

s,
 S

ch
o
o
l 

o
f 

P
h
a
rm

a
c
y 

a
n
d

 G
ra

d
u
a
te

 S
c
h
o

o
l 

o
f 

P
h

a
rm

a
c
e
u

ti
c
a
l 

S
c
ie

n
c
e
s,

 K
u

m
a
m

o
to

 
U

ni
ve

rs
ity

 a
nd

 M
ed

ic
al

 a
nd

 A
ro

m
at

ic
 P

la
nt

s 
R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

(M
A
P
R

I)

国
立

薬
用

植
物

・
有

用
植

物
研

究
所

M
ed

ic
in

al
 a

n
d
 A

ro
m

at
ic

 P
la

n
ts

 R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
ス

ー
ダ

ン
○

○
○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

B
et

w
ee

n 
F

a
c
u
lt
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o

f 
th

e
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h
a
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a
c
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U
n
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e
rs

it
y 

o
f 

K
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o
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an
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o
f 
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a
n
d
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d
u
a
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o
o
l 

o
f 

P
h
a
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a
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u
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l 
S
ci

en
ce
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K
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o
to

 U
ni

ve
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ity
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n

ハ
ル

ツ
ー

ム
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
ha
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o
um

ス
ー

ダ
ン

○
○

○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
gr

ee
m

en
t 

o
n 

A
ca

d
em

ic
 E

xc
ha

ng
e 

F
ac

ul
ty

 
o
f 

Le
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&
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o
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o
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S
ch

o
o
l 
o
f 

H
um

an
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nd
 S

o
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al
 S

ci
en
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P
w

an
i U

ni
ve

rs
ity

プ
ワ

ニ
大

学
P
w

an
i U

ni
ve

rs
ity

ケ
ニ

ア
○

○
○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E
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ng
e 
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ee
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u

m
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iv

e
rs

it
y
 a

n
d
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u
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b
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U

ni
ve
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ce
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ヒ
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ビ
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医
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学
M

u
h
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b
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n
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f 
H
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lth

 a
n
d
 A
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ed

 
S
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en
ce

s
タ

ン
ザ

ニ
ア

○
○

○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
g
re

em
en

t 
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n
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E
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b
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K
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U
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ce
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ヒ
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ビ
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医
科

学
大

学
M

u
h
im

b
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 U
n
iv
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si
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 o

f 
H
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lth

 a
n
d
 A

lli
ed

 
S
ci

en
ce

s
タ

ン
ザ

ニ
ア

○
○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
e 

be
tw

ee
n 

K
u
m

a
m

o
to

 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

M
bu

ji-
M

ay
i

ム
ブ

ジ
マ

イ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
M

bu
ji-

M
ay

i
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

○
○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
g
re

em
en

t 
o
n
 S

tu
d
en

t 
E
xc

h
an

g
e 

b
et

w
ee

n 
K

u
m

a
m

o
to

 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

M
bu

ji-
M

ay
i

ム
ブ

ジ
マ

イ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
M

bu
ji-

M
ay

i
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

ワ
ガ

第
一

ジ
ョ

ゼ
フ

・
キ

・
ゼ

ル
ボ

教
授

大
学

（
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

国
）

と
熊

本
大

学
（

日
本

国
）

と
の

間
に

お
け

る
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 F

O
R

 I
N

T
E

R
-U

N
IV

E
R

S
IT
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P
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R
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N
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N
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R
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R
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A
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D
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U
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O
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N
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R
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A
P
A
N

)

ワ
ガ

第
一

ジ
ョ

ゼ
フ

・
キ

・
ゼ

ル
ボ

教
授

大
学

U
n
iv

e
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u
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I 

P
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o
r 
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p
h
 K
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Z
E
R

B
O

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
○

○
○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
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de
m
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 E
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ng
e 

be
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ee
n 

K
u
m

a
m

o
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 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

R
w

an
da

ル
ワ

ン
ダ

国
立

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
R

w
an

da
ル

ワ
ン

ダ
○

○
○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

S
tu

d
e
n
t 

E
xc

h
a
n
g
e
 A

g
re

e
m

e
n
t 

b
e
tw

e
e
n 

K
u
m

a
m

o
to

 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

R
w
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ル
ワ

ン
ダ

国
立

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
R

w
an

da
ル

ワ
ン

ダ
○

○

国
立

熊
本

大
学

個
別

的
な

協
定

日
本

語
版

無
し

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

d
e
m

ic
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o
o
p
e
ra
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o
n
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e
tw

e
e
n
 D

jib
o
u
ti 

U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
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um
am

o
to

 U
ni

ve
rs

ity
ジ

ブ
チ

大
学

D
jib

o
ut

i U
ni

ve
rs

ity
ジ

ブ
チ

○
○

○

国
立

鹿
児

島
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
な

し
N

/A
ン

ド
ゥ

フ
・

ア
リ

ケ
・

イ
ク

ウ
ォ

連
邦

大
学

Fe
de

ra
l U

ni
ve

rs
ity

 N
du

fu
 A

lik
e 

Ik
w

o
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

○
国

立
鹿

児
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

な
し

N
/A

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ig
er

ia
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

○
国

立
鹿

児
島

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

N
/A

ソ
コ

イ
ネ

農
科

大
学

S
o
ko

in
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

○

国
立

鹿
児

島
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
な

し
N

/A
リ

ロ
ン

グ
ウ

ェ
農

業
天

然
資

源
大

学
L
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n
g
w

e
 U

n
iv

e
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it
y 

o
f 

A
g
ri
c
u
lt
u
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 a
n
d 

N
at

ur
al
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o
ur
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s

マ
ラ

ウ
イ

○
○

○
○

国
立

鹿
児

島
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
な

し
N
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海
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科

学
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術
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学
C

o
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 o
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M

ar
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e 
S
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ce
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o
lo
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エ

リ
ト

リ
ア

○
○

○

国
立

琉
球

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ
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】

琉
球

大
学

医
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部
と

南
ア

フ
リ
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共

和
国

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学
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と

の
国

際
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流
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る
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定
書
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em

en
t 
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e 
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ー
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学
U
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f 
C
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w
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南

ア
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カ
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○

○
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立

琉
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大
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個
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琉
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大
学

医
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南
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n
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m
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e
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M
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n
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u
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f 

M
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 U
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ve
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 o
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R
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ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

U
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ity
 o
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C
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e 

To
w

n
南

ア
フ

リ
カ

○
○

国
立

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
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】

ウ
ィ

ッ
ト

ウ
ォ

ー
タ

ー
ス

ラ
ン

ド
大
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と

北
陸
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科
学

技
術

大
学

院
大

学
と

の
間

に
お

け
る

相
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協
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協
定

M
e
m
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n
d

u
m
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f 

A
g
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m
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e
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e
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U
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n
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 J
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 T
ec

hn
o
lo

gy

ウ
ィ

ッ
ト

ウ
ォ

ー
タ

ー
ス

ラ
ン

ド
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
th

e 
W

itw
at

er
sr

an
d

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○



52 53

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

国
立

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
学

術
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
es

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

○
○

国
立

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
個

別
的

な
協

定
学

生
交

流
覚

書
M

em
o
ra

nd
um

 o
n 

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e
ナ

イ
ロ

ビ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

公
立

首
都

大
学

東
京

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

首
都

大
学

東
京

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
・

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

（
日

本
）

と
ナ

ミ
ビ

ア
ポ

リ
テ

ク
ニ

ク
工

学
部

ナ
ミ

ビ
ア

宇
宙

技
術

研
究

所
と

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
g
re

em
en

t 
b
et

w
ee

n
 T

h
e 

G
ra

d
u
at

e 
S
ch

o
o
l 

o
f 
S
ys

te
m

 D
es

ig
n 

an
d 

th
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
S
ys

te
m

 
D

e
si

g
n
, 

T
o
ky

o
 M

e
tr

o
p
o
lit

a
n
 U

n
iv

e
rs

it
y,

 
Ja

pa
n 

an
d
 P

o
ly

te
ch

ni
c 

o
f 

N
am

ib
ia

 t
hr

o
ug

h 
Th

e 
N

am
ib

ia
n 

In
st

itu
te

 o
f 
S
pa

ce
 T

ec
hn

ol
og

y,
 

at
 t

he
 S

ch
o
o
l 
o
f 

E
ng

in
ee

rin
g,

 f
o
r 

A
ca

de
m

ic
 

E
xc

ha
ng

e 
an

d 
R

es
ea

rc
h 

C
o
lla

bo
ra

tio
n

ナ
ミ

ビ
ア

ポ
リ

テ
ク

ニ
ク

P
o
ly

te
ch

ni
c 

o
f 
N

am
ib

ia
ナ

ミ
ビ

ア
○

○
○

公
立

首
都

大
学

東
京

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

首
都

大
学

東
京

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
・

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

（
日

本
）

と
ナ

ミ
ビ

ア
ポ

リ
テ

ク
ニ

ク
工

学
部

ナ
ミ

ビ
ア

宇
宙

技
術

研
究

所
と

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
g
re

em
en

t 
b
et

w
ee

n
 T

h
e 

G
ra

d
u
at

e 
S
ch

o
o
l 

o
f 
S
ys

te
m

 D
es

ig
n 

an
d 

th
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
S
ys

te
m

 
D

e
si

g
n
, 

T
o
ky

o
 M

e
tr

o
p
o
lit

a
n
 U

n
iv

e
rs

it
y,

 
Ja

pa
n 

an
d
 P

o
ly

te
ch

ni
c 

o
f 

N
am

ib
ia

 t
hr

o
ug

h 
Th

e 
N

am
ib

ia
n 

In
st

itu
te

 o
f 
S
pa

ce
 T

ec
hn

ol
og

y,
 

at
 t

he
 S

ch
o
o
l 
o
f 

E
ng

in
ee

rin
g,

 f
o
r 

A
ca

de
m

ic
 

E
xc

ha
ng

e 
an

d 
R

es
ea

rc
h 

C
o
lla

bo
ra

tio
n

ナ
ミ

ビ
ア

ポ
リ

テ
ク

ニ
ク

P
o
ly

te
ch

ni
c 

o
f 
N

am
ib

ia
ナ

ミ
ビ

ア
○

○
○

公
立

横
浜

市
立

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

－
M

e
m

o
ra

n
d
u
m

 o
f 

U
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g
 B

e
tw

e
e
n 

M
a
ke

re
re

 U
n
iv

e
rs

it
y 

a
n
d
 Y

o
ko

h
a
m

a
 C

it
y 

U
ni

ve
rs

ity
, 

Ja
pa

n
マ

ケ
レ

レ
大

学
M

ak
er

er
e 

U
ni

ve
rs

ity
ウ

ガ
ン

ダ
○

○
○

公
立

京
都

府
立

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

府
立

大
学

大
学

院
生

命
環

境
科

学
研

究
科

と
ガ

ー
ナ

大
学

農
業

消
費

科
学

部
と

の
間

の
学

術
交

流
及

び
協

力
に

関
す

る
協

定

A
g
re

e
m

e
n
t 

fo
r 

A
c
a
d
e
m

ic
 E

xc
h
a
n
g
e
 a

n
d 

C
o
o
p
e
ra

ri
o
n
 b

e
tw

e
e
n
 K

yo
to

 P
re

fe
c
tu

ra
l 

U
n
iv

e
rs

it
y,

 G
ra

d
u
a
te

 S
ch

o
o
l 

o
f 

L
ife

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
e
m

e
n
ta

l 
S

ci
e
n
ce

s 
a
n
d
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

G
h
a
n
a
, 

C
o
lle

g
e
 o

f 
B

a
si

c 
a
n
d
 A

p
p
lie

d 
S
ci

en
ce

s 

ガ
ー

ナ
大

学
 農

業
消

費
科

学
部

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
G

ha
na

ガ
ー

ナ
○

○
○

公
立

京
都

府
立

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

京
都

府
立

大
学

生
命

環
境

科
学

研
究

科
と

マ
ケ

レ
レ

大
学

獣
医

畜
産

防
疫

学
部

と
の

間
の

学
術

交
流

及
び

協
力

に
関

す
る

協
定

M
em

o
ra

nd
um

 f
o
r 

A
ca

de
m

ic
 E

xc
ha

ng
es

 a
nd

 
C

o
o
p
e
ra

ti
o
n
, 

b
e
tw

e
e
n
 K

yo
to

 P
re

fe
ct

u
ra

l 
U

n
iv

e
rs

it
y,

 G
ra

d
u
a
te

 S
ch

o
o
l 

o
f 

L
ife

 a
n
d 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l 
S

c
ie

n
c
e
s 

a
n
d
 C

o
llg

e
 o

f 
V
et

er
in

ar
y 

M
ed

ic
in

e,
 A

ni
m

al
 R

es
o
ur

ce
s 

an
d 

B
io

se
cu

rit
y,

 M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

マ
ケ

レ
レ

大
学

 獣
医

畜
産

防
疫

学
部

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○

公
立

大
阪

府
立

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

モ
ン

バ
サ

工
科

大
学

と
大

阪
府

立
大

学
の

学
術

交
流

協
定

A
g

re
e

m
e

n
t 

fo
r 

E
d

u
c

a
ti

o
n

a
l 

a
n

d 
S

c
ie

n
ti

fi
c

 
C

o
o

p
e

ra
ti

o
n

 
b

e
tw

e
e

n 
Te

ch
n
ic

al
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

M
o
m

b
as

a,
 K

e
n
ya

 
an

d 
O

sa
ka

 P
re

fe
ct

ur
e 

U
ni

ve
rs

ity
, 

Ja
pa

n

モ
ン

バ
サ

工
科

大
学

Te
ch

ni
ca

l U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

o
m

ba
sa

ケ
ニ

ア
○

○
○

私
立

足
利

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

交
流

協
定

覚
書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○

私
立

足
利

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

交
流

協
定

覚
書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

ア
デ

ィ
ス

ア
ベ

バ
大

学
A

d
d
is

 A
b
a
b
a
 S

c
ie

n
c
e
 a

n
d
 T

e
c
h
n
o
lo

g
y 

U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

私
立

足
利

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

交
流

協
定

覚
書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

ワ
ラ

イ
タ

ソ
ド

大
学

W
al

ai
ta

 S
o
do

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

私
立

足
利

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

交
流

協
定

覚
書

M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

メ
ケ

レ
大

学
M

ek
el

le
 U

ni
ve

rs
ity

エ
チ

オ
ピ

ア
○

○

私
立

明
海

大
学

個
別

的
な

協
定

C
O

LL
A
B

O
R

A
TI

O
N

 A
G

R
E
E
M

E
N

T 
B

E
TW

E
E
N

 
M

E
IK

A
I 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

 
S

C
H

O
O

L
 
O

F
 

D
E
N

TI
S
TR

Y 
 A

S
A
H

I 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
 S

C
H

O
O

L 
O

F
 D

E
N

TI
S
TR

Y 
A
N

D
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 T

H
E
 

W
E
S
TE

R
N

 C
A
P
E
 F

A
C

U
LT

Y 
O

F
 D

E
N

TI
S
TR

Y

ウ
ェ

ス
タ

ン
ケ

ー
プ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 O

f 
th

e 
W

es
te

rn
 C

ap
e

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

私
立

城
西

国
際

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

な
し

A
ca

de
m

ic
 a

nd
 E

du
ca

tio
na

l A
gr

ee
m

en
t

ブ
ス

テ
ィ

マ
大

学
B
us

ite
m

a 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○

私
立

共
立

女
子

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

協
定

書

A
G

R
E

E
M

E
N

T
 

O
F

 
A

C
A

D
E

M
I
C

 
C

O
O

P
E
R

A
T
IO

N
 A

M
O

N
G

 T
H

E
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

B
O

M
E
Y-

C
A

LA
V
I 

A
N

D
 (

N
P

O
)I

F
E
 A

N
D

 
K

Y
O

R
IT

S
U

 W
O

M
E

N
'S

 E
D

U
C

A
T

IO
N

A
L 

IN
S
TI

TU
TI

O
N

ア
ボ

メ
カ

ラ
ビ

大
学

A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○
○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

私
立

杏
林

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

交
流

協
定

書
A
G

R
E
E
M

E
N

T 
F
O

R
 A

C
A
D

E
M

IC
 E

X
C

H
A
N

G
E
 

A
N

D
 C

O
O

P
E
R

A
TI

O
N

ケ
ニ

ア
中

央
医

学
研

究
所

K
en

ya
 M

ed
ic

al
 R

es
ea

rc
h 

In
st

itu
te

ケ
ニ

ア
○

○
○

私
立

慶
應

義
塾

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

慶
應

義
塾

大
学

大
学

院
政

策
・

メ
デ

ィ
ア

研
究

科
、

総
合

政
策

学
部

、
環

境
情

報
学

部
と

国
立

教
員

大
学

（
G

om
be

 T
ea

ch
er

 
Tr

ai
ni

ng
 C

ol
le

ge
：

コ
ン

ゴ
民

主
共

和
国

）
と

の
交

流
協

定
の

締
結

（
新

規
）

に
つ

い
て

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
B

E
T
W

E
E

N
 G

O
M

B
E

 T
E

A
C

H
E

R
 T

R
A

IN
IN

G
 

C
O

L
L

E
G

E
, 

F
A

C
U

L
T

Y
 O

F
 A

R
T

S
 A

N
D

 
H

U
M

A
N

IT
IE

S
, 

F
A

C
U

L
T
Y
 O

F
 S

C
IE

N
C

E
, 

FA
C
U

LT
Y 

O
F 

TE
C
H

N
IC

A
L,

 F
A
C
U

LT
Y 

O
F 

H
O

TE
L 

M
A
N

A
G

E
M

E
N

T,
 F

A
C
U

LT
Y 

O
F 

TO
U

R
IS

M
 A

N
D

 
K
E
IO

 U
N

IV
E
R
S
IT

Y 
G

R
A
D

U
A
TE

 S
C

H
O

O
L 

O
F 

M
E
D

IA
 A

N
D

 G
O

V
E
R

N
A
N

C
E
, 

FA
C

U
LT

Y 
O

F 
P
O

LI
C

Y 
M

A
N

A
G

E
M

E
N

T,
 A

N
D

 F
A
C

U
LT

Y 
O

F 
EN

VI
R
O

N
M

EN
T 

A
N

D
 IN

FO
R
M

A
TI

O
N

 S
TU

D
IE

S

コ
ン

ゴ
民

主
共

和
国

国
立

教
員

大
学

G
o
m

be
 T

ea
ch

er
 T

ra
in

in
g 

C
o
lle

ge
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

○
○

私
立

慶
應

義
塾

大
学

個
別

的
な

協
定

交
換

留
学

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
o
n 

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

ウ
ィ

ッ
ト

ウ
ォ

ー
タ

ー
ズ

ラ
ン

ド
大

学
W

it
h
 B

u
si

n
e
ss

 S
ch

o
o
l,
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

th
e 

W
itw

at
er

sr
en

d
南

ア
フ

リ
カ

○
○

私
立

工
学

院
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
工

学
院

大
学

と
ナ

ミ
ビ

ア
大

学
と

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
ca

d
e
m

ic
 E

xc
h
an

g
e
 A

g
re

e
m

e
n
t 

b
e
tw

e
e
n 

th
e
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

N
a
m

ib
ia

 a
n
d
 K

o
g
a
ku

in
 

U
ni

ve
rs

ity
ナ

ミ
ビ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
N

am
ib

ia
ナ

ミ
ビ

ア
○

○

私
立

工
学

院
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
ル

ワ
ン

ダ
大

学
と

工
学

院
大

学
と

の
学

術
協

力
お

よ
び

交
流

に
関

す
る

協
定

書

A
C

A
D

E
M

IC
 E

X
C

H
A

N
G

E
 A

G
R

E
E

M
E

N
T 

B
E

T
W

E
E

N
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 O

F
 R

W
A

N
D

A
 

A
N

D
 

K
O

G
A

K
U

IN
 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y 

ル
ワ

ン
ダ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
R

w
an

da
ル

ワ
ン

ダ
○

○
○

私
立

国
士

舘
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
国

士
舘

大
学

と
ア

デ
ィ

ス
・

ア
ベ

バ
大

学
間

の
学

術
交

流
に

関
す

る
協

定
書

A
g
re

e
m

e
n
t 

o
n
 A

c
a
d
e
m

ic
 E

xc
h
a
n
g
e
 A

n
d 

C
o
o
pe

ra
tio

n 
B
et

w
ee

n 
K
o
ku

sh
ik

an
 U

ni
ve

rs
ity

 
an

d 
A
dd

is
 A

ba
ba

 U
ni

ve
rs

ity
ア

デ
ィ

ス
ア

ベ
バ

大
学

A
dd

is
 A

ba
ba

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○

私
立

芝
浦

工
業

大
学

個
別

的
な

協
定

協
定

書
M

em
o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

 (
M

O
U

)
メ

ケ
レ

大
学

M
ek

el
le

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○
私

立
上

智
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
協

力
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
中

央
ア

フ
リ

カ
・

カ
ト

リ
ッ

ク
大

学
C

at
ho

lic
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
C

en
tr
al

 A
fr
ic

a
カ

メ
ル

ー
ン

○
○

○
私

立
上

智
大

学
個

別
的

な
協

定
交

換
協

定
E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

中
央

ア
フ

リ
カ

・
カ

ト
リ

ッ
ク

大
学

C
at

ho
lic

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

en
tr
al

 A
fr
ic

a
カ

メ
ル

ー
ン

○
○

私
立

上
智

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

協
力

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
平

和
研

究
・

活
動

セ
ン

タ
ー

C
en

tre
 d

e 
R

ec
he

rc
he

 e
t 
d'

A
ct

io
n 

po
ur

 la
 P

ai
x

コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ

ー
ル

○
○

○
私

立
上

智
大

学
個

別
的

な
協

定
交

換
協

定
E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

平
和

研
究

・
活

動
セ

ン
タ

ー
C

en
tre

 d
e 

R
ec

he
rc

he
 e

t 
d'

A
ct

io
n 

po
ur

 la
 P

ai
x

コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ

ー
ル

○
○

私
立

上
智

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

協
力

に
関

す
る

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ス

テ
レ

ン
ボ

ッ
シ

ュ
大

学
S
te

lle
nb

o
sc

h 
U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

私
立

上
智

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
換

協
定

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

ス
テ

レ
ン

ボ
ッ

シ
ュ

大
学

S
te

lle
nb

o
sc

h 
U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○

私
立

上
智

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

協
力

に
関

す
る

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ア

ボ
メ

カ
ラ

ビ
大

学
A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○
○

私
立

上
智

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
換

協
定

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

ア
ボ

メ
カ

ラ
ビ

大
学

A
bo

m
ey

-C
al

av
i U

ni
ve

rs
ity

ベ
ナ

ン
○

○

私
立

昭
和

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

交
流

計
画

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

ア
ン

タ
ナ

ナ
リ

ボ
大

学
（

医
学

部
間

協
定

）
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
A
nt

an
an

ar
iv

o
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
○

○

私
立

東
京

農
業

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ソ

コ
イ

ネ
農

業
大

学
S
o
ko

in
e 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

私
立

東
京

農
業

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

覚
書

M
e

m
o

ra
n

d
u

m
 o

f 
U

n
d

e
rs

ta
n

d
in

g
 f

o
r 

A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ジ

ブ
チ

大
学

D
jib

o
ut

i U
ni

ve
rs

ity
 

ジ
ブ

チ
○

○
○

私
立

東
洋

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

ジ
ョ

モ
・

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
農

工
大

学
と

東
洋

大
学

と
の

覚
書

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
B

E
T
W

E
E
N

 J
O

M
O

 K
E
N

Y
A

T
T
A

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y 
O

F
 A

G
R

IC
U

L
T
U

R
E

 A
N

D
 T

E
C

H
N

O
L
O

G
Y 

(K
E
N

YA
) 

A
N

D
 T

O
YO

 U
N

IV
E
R

S
IT

Y 
(J

A
P
A
N

)

ジ
ョ

モ
ケ

ニ
ヤ

ッ
タ

農
工

大
学

Jo
m

o
 K

e
n
ya

tt
a 

U
n
iv

e
rs

ity
 o

f　
A

g
ri
cu

ltu
re

 
an

d 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

私
立

法
政

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

一
般

協
定

G
en

er
al

 A
gr

ee
m

en
t

メ
ケ

レ
大

学
M

ek
el

le
 U

ni
ve

rs
ity

エ
チ

オ
ピ

ア
○

○
私

立
法

政
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

術
一

般
協

定
G

en
er

al
 A

gr
ee

m
en

t
フ

ェ
リ

ッ
ク

ス
・

ウ
フ

エ
・

ボ
ア

ニ
大

学
U

ni
ve

rs
ité

 F
el

ix
 H

o
up

ho
ue

t-
bo

ig
ny

コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ

ー
ル

○
○

私
立

法
政

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

一
般

協
定

G
en

er
al

 A
gr

ee
m

en
t

ワ
ガ

第
一

ジ
ョ

ゼ
フ

・
キ

・
ゼ

ル
ボ

大
学

U
ni

ve
rs

ité
 O

ua
ga

 I 
P
r 
Jo

se
ph

 K
l-
Z
E
R

B
O

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
○

○

私
立

明
治

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

明
治

大
学

理
工

学
部

と
ケ

ー
プ

タ
ウ

ン
大

学
工

学
・

環
境

工
学

部
と

の
協

力
協

定
書

C
O

O
P
E
R
A
TI

O
N

 A
G

R
E
E
M

E
N

T 
be

tw
ee

n 
FA

C
U

LT
Y 

O
F 

E
N

G
IN

E
E
R
IN

G
 A

N
D

 T
H

E
 B

U
IL

T 
E
N

V
IR

O
N

M
E
N

T 
of

 
 U

N
IV

E
R
S
IT

Y 
O

F 
C
A
P
E
 T

O
W

N
 

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

工
学

・
環

境
工

学
部

F
a
c
u
lt

y 
o

f 
E

n
g

in
e
e
ri

n
g

 a
n
d

 t
h
e
 B

u
il
t  

E
nv

iro
nm

en
t,
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
C

ap
e 

To
w

n
南

ア
フ

リ
カ

○
○
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日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

私
立

明
治

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

明
治

大
学

と
ダ

ル
エ

ス
サ

ラ
ー

ム
大

学
と

の
協

力
協

定
書

A
G

R
E
E
M

E
N

T
 o

f 
C

O
O

P
E
R

A
T
IO

N
 b

e
tw

e
e
n 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y
 O

F
 D

A
R

-E
S

-S
A

L
A

A
M

 a
n
d 

M
E
IJ
I U

N
IV

E
R

S
IT

Y
ダ

ル
エ

ス
サ

ラ
ー

ム
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
D

ar
 E

s 
S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

私
立

立
教

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

カ
チ

ン
ト

ン
大

学
と

立
教

大
学

の
学

術
交

流
協

定

G
en

er
al

 A
gr

ee
m

en
t 

fo
r 

S
ch

o
la

rly
 E

xc
ha

ng
e 

an
d
 C

o
lla

bo
ra

tio
n 

be
tw

ee
n 

C
ut

tin
g
to

n 
an

d 
R

ik
ky

o
 U

ni
ve

rs
ity

カ
チ

ン
ト

ン
大

学
C

ut
tin

gt
o
n 

U
ni

ve
rs

ity
リ

ベ
リ

ア
○

○
○

私
立

早
稲

田
大

学
個

別
的

な
協

定
箇

所
間

協
定

D
ep

ar
tm

en
t 
A
gr

ee
m

en
t

ル
ワ

ン
ダ

国
立

大
学

N
at

io
na

l U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
R

w
an

da
ル

ワ
ン

ダ
○

○
○

○
私

立
早

稲
田

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

大
学

間
協

定
U

ni
ve

rs
ity

-W
id

e 
A
gr

ee
m

en
t

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
D

ar
 E

s 
S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
私

立
早

稲
田

大
学

個
別

的
な

協
定

大
学

間
協

定
U

ni
ve

rs
ity

-W
id

e 
A
gr

ee
m

en
t

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
D

ar
 E

s 
S
al

aa
m

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

○
○

○
私

立
早

稲
田

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

大
学

間
協

定
U

ni
ve

rs
ity

-W
id

e 
A
gr

ee
m

en
t

マ
ケ

レ
レ

大
学

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

私
立

早
稲

田
大

学
個

別
的

な
協

定
大

学
間

協
定

U
ni

ve
rs

ity
-W

id
e 

A
gr

ee
m

en
t

マ
ケ

レ
レ

大
学

M
ak

er
er

e 
U

ni
ve

rs
ity

ウ
ガ

ン
ダ

○
○

○
○

私
立

早
稲

田
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
大

学
間

協
定

U
ni

ve
rs

ity
-W

id
e 

A
gr

ee
m

en
t

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

ap
e 

To
w

n
南

ア
フ

リ
カ

○
○

私
立

早
稲

田
大

学
個

別
的

な
協

定
大

学
間

協
定

U
ni

ve
rs

ity
-W

id
e 

A
gr

ee
m

en
t

ケ
ー

プ
タ

ウ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

ap
e 

To
w

n
南

ア
フ

リ
カ

○
○

○
○

私
立

早
稲

田
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
大

学
間

協
定

U
ni

ve
rs

ity
-W

id
e 

A
gr

ee
m

en
t

ボ
ツ

ワ
ナ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
B
o
ts

w
an

a
ボ

ツ
ワ

ナ
○

○
私

立
早

稲
田

大
学

個
別

的
な

協
定

大
学

間
協

定
U

ni
ve

rs
ity

-W
id

e 
A
gr

ee
m

en
t

ボ
ツ

ワ
ナ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
B
o
ts

w
an

a
ボ

ツ
ワ

ナ
○

○
○

○

私
立

神
奈

川
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
メ

ケ
レ

大
学

と
神

奈
川

大
学

と
の

学
術

交
流

協
定

書
A

ca
d
e
m

ic
 E

xc
h
an

g
e
 A

g
re

e
m

e
n
t 

b
e
tw

e
e
n 

M
ek

el
le

 U
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 K

an
ag

aw
a 

U
ni

ve
rs

ity
メ

ケ
レ

大
学

M
ek

el
le

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○

私
立

神
奈

川
工

科
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

術
学

生
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
テ

 ス
ペ

リ
オ

ー
レ

 デ
 サ

イ
エ

ン
シ

ア
エ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ア

大
学

In
st

itu
te

 S
up

er
io

r 
de

 C
ie

nc
ia

s 
e 

Te
cn

o
lo

gi
a 

de
 M

o
za

m
bi

qu
e

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

○

私
立

神
奈

川
工

科
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

術
学

生
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ア

ン
ス

テ
ィ

チ
ュ

 ス
ペ

リ
ウ

ー
ル

ド
ウ

テ
ク

ニ
ッ

ク
 ア

プ
リ

ケ
大

学
In

st
itu

t 
S
up

er
ie

ur
 d

e 
Te

ch
ni

qu
es

 A
pp

liq
ue

es
 コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

私
立

神
奈

川
工

科
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

術
学

生
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
ア

ン
ス

テ
ィ

チ
ュ

 ス
ペ

リ
ウ

ー
ル

ド
ウ

 コ
メ

ル
ス

 ド
ウ

 キ
ン

シ
ャ

サ
大

学
In

st
itu

t 
S
up

er
ie

ur
 d

e 
C

om
m

er
ce

 d
e 

K
in

sh
as

a
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

私
立

神
奈

川
工

科
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

術
学

生
交

流
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
A
ca

de
m

ic
 C

o
o
pe

ra
tio

n
キ

ン
シ

ャ
サ

大
学

U
ni

ve
rs

ite
 d

e 
K
in

sh
as

a
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
○

私
立

鶴
見

大
学

個
別

的
な

協
定

フ
ォ

ー
ト

ヘ
ア

大
学

図
書

館
・

情
報

学
科

と
鶴

見
大

学
文

学
部

ド
キ

ュ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

学
科

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

覚
書

M
e
m

o
ra

n
d
u
m

 o
f 

U
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g
 o

n
 t

h
e 

P
ar

tn
er

sh
ip

 b
et

w
ee

n 
D

ep
ar

tm
en

tl 
o
f 

Li
br

ar
y 

an
d
 I

nf
o
rm

at
io

n 
S
ci

en
ce

, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Fo
rt
 

H
ar

e,
 A

lic
e,

 S
o
u
th

 A
fr
ic

a 
an

d
 D

ep
ar

tm
en

t 
o
f 

Li
br

ar
y,

 A
rc

hi
va

l 
an

d 
In

fo
rm

at
io

n 
S
tu

di
es

, 
Ts

ur
um

i U
ni

ve
rs

ity
, 

Yo
ko

ha
m

a,
 J

ap
an

フ
ォ

ー
ト

ヘ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Fo

rt
 H

ar
e

南
ア

フ
リ

カ
○

○

私
立

東
海

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

東
海

大
学

医
学

部
と

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

医
学

部
と

の
学

術
交

流
協

定

M
E

M
O

R
A

N
D

U
M

 O
F

 U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

 
O

N
 A

C
A

D
E

M
IC

 E
X

C
H

A
N

G
E

 B
E

T
W

E
E

N
 

T
H

E
 C

O
L
L
E

G
E

 O
F
 H

E
A

L
T
H

 S
C

IE
N

C
E

S
, 

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

 O
F

 N
A

IR
O

B
I 

A
N

D
 T

H
E
 

S
C

H
O

O
L 

O
F 

M
E
D

IC
IN

E
, 
TO

K
A
I U

N
IV

E
R

S
IT

Y

ナ
イ

ロ
ビ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
N

ai
ro

bi
ケ

ニ
ア

○
○

○

私
立

朝
日

大
学

個
別

的
な

協
定

学
術

交
流

協
定

C
o
lla

bo
ra

tio
n 

A
gr

ee
m

en
t

ウ
ェ

ス
タ

ン
ケ

ー
プ

大
学

 
歯

学
部

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
th

e 
W

es
te

rn
 C

ap
e 

F
ac

ul
ty

 o
f 
D

en
tis

tr
y

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

私
立

名
古

屋
商

科
大

学
包

括
的

な
協

定
【

付
属

あ
り

】
な

し
N

/A
ス

テ
レ

ン
ボ

ッ
シ

ュ
大

学
　

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
S
te

lle
nb

o
sc

h 
B
us

in
es

s 
S
ch

o
o
l

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

私
立

藤
田

保
健

衛
生

大
学

包
括

的
な

協
定

【
付

属
あ

り
】

藤
田

保
健

衛
生

大
学

医
学

部
（

日
本

国
）

と
ザ

ン
ビ

ア
大

学
医

学
部

（
ザ

ン
ビ

ア
）

と
の

学
術

交
流

と
協

力
に

関
す

る
協

定

A
g
re

e
m

e
n
t 

fo
r 

A
c
a
d
e
m

ic
 E

xc
h
a
n
g
e
 a

n
d 

C
oo

pe
ra

tio
n 

be
tw

ee
n 

Fu
jit

a 
H

ea
lth

 U
ni

ve
rs

ity
 

S
ch

o
o
l 
o
f 

M
ed

ic
in

e,
Ja

pa
n 

an
d 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a 

S
ch

o
o
l o

f 
M

ed
ic

in
e,

Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○

私
立

同
志

社
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
学

部
・

研
究

科
間

協
定

F
ac

ul
ty

/G
ra

du
at

e 
S
ch

o
o
l l

ev
el

 A
gr

ee
m

en
ts

ザ
ン

ビ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Z
am

bi
a

ザ
ン

ビ
ア

○
○

○
私

立
同

志
社

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

大
学

間
協

定
U

ni
ve

rs
ity

-l
ev

el
 A

gr
ee

m
en

ts
ア

デ
ィ

ス
ア

ベ
バ

大
学

A
dd

is
 A

ba
ba

 U
ni

ve
rs

ity
エ

チ
オ

ピ
ア

○
○

○

私
立

立
命

館
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
協

力
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
ジ

ョ
モ

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
農

工
大

学
Jo

m
o
 K

en
ya

tt
a 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A
gr

ic
ul

tu
re

 a
nd

 
Te

ch
no

lo
gy

ケ
ニ

ア
○

○
○

私
立

立
命

館
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
協

力
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
ベ

ニ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
B
en

in
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
○

○
○

私
立

立
命

館
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
協

力
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
ヨ

ハ
ネ

ス
ブ

ル
グ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Jo

ha
nn

es
bu

rg
南

ア
フ

リ
カ

○
○

○
私

立
立

命
館

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

協
力

協
定

A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
プ

レ
ト

リ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
P
re

to
ria

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

日
本

側
機

関
協

定
ま

た
は

覚
書

協
定

等
名

　
相

手
方

大
学

の
大

学
名

国
名

協
定

等
の

内
容

設
置

形
態

大
学

名
和

文
協

定
の

有
無

英
語

表
記

日
本

語
表

記
英

語
表

記
a

b
c

d
e

f

私
立

立
命

館
大

学
包

括
的

な
協

定
【

単
体

】
協

力
協

定
A
gr

ee
m

en
t 
o
f 
C

o
o
pe

ra
tio

n
ボ

ツ
ワ

ナ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
B
o
ts

w
an

a
ボ

ツ
ワ

ナ
○

○
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

ス
テ

ラ
・

マ
リ

ス
・

ム
ト

ワ
ラ

・
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

と
龍

谷
大

学
社

会
科

学
研

究
所

間
の

国
際

学
術

交
流

覚
書

G
e
n
e
ra

l 
M

e
m

o
ra

n
d
u
m

 o
f 

U
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g 
b
e
tw

e
e
n
 S

te
lla

 M
a
ri
s 

M
tw

a
ra

 U
n
iv

e
rs

it
y 

C
o
lle

g
e 

(U
ni

te
d
 R

ep
ub

lic
 o

f 
Ta

nz
an

ia
) 

an
d 

th
e 

R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
 f

o
r 

S
o
ci

al
 S

ci
en

ce
s,

 
R

yu
ko

ku
 U

ni
ve

rs
ity

 (
Ja

pa
n)

ス
テ

ラ
・

マ
リ

ス
・

ム
ト

ワ
ラ

・
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

S
te

lla
 M

ar
is

 M
tw

ar
a 

U
ni

ve
rs

ity
 C

o
lle

ge
 

タ
ン

ザ
ニ

ア
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

基
本

合
意

書
M

E
M

O
R

A
N

D
U

M
 O

F
 U

N
D

E
R

S
T
A
N

D
IN

G
ク

ワ
ズ

ー
ル

・
ナ

タ
ー

ル
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
w

aZ
ul

u-
N

at
al

南
ア

フ
リ

カ
○

○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

研
究

・
教

育
活

動
促

進
に

関
す

る
一

般
協

定
A
g
re

em
en

t 
o
n
 t

h
e 

P
ro

m
o
tio

n
 o

f 
R

es
ea

rc
h 

an
d 

E
du

ca
tio

na
l E

xc
ha

ng
e

イ
グ

ビ
ネ

デ
ィ

オ
ン

大
学

オ
カ

ダ
Ig

bi
ne

di
o
n 

U
ni

ve
rs

ity
 O

ka
da

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

○
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

研
究

・
教

育
活

動
促

進
に

関
す

る
一

般
協

定
A
g
re

em
en

t 
o
n
 t

h
e 

P
ro

m
o
tio

n
 o

f 
R

es
ea

rc
h 

an
d 

E
du

ca
tio

na
l E

xc
ha

ng
e

シ
エ

ラ
レ

オ
ネ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
S
ie

rr
a 

Le
o
ne

シ
エ

ラ
レ

オ
ネ

○
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

研
究

・
教

育
活

動
促

進
に

関
す

る
一

般
協

定
A
g
re

em
en

t 
o
n
 t

h
e 

P
ro

m
o
tio

n
 o

f 
R

es
ea

rc
h 

an
d 

E
du

ca
tio

na
l E

xc
ha

ng
e 

ジ
ャ

ラ
大

学
N

ja
la

 U
ni

ve
rs

ity
シ

エ
ラ

レ
オ

ネ
○

○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

覚
書

G
en

er
al

 M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

ア
ゴ

ス
テ

ィ
ー

ニ
ョ

ネ
ト

大
学

U
ni

ve
rs

id
ad

e 
A
go

st
in

ho
 N

et
o

ア
ン

ゴ
ラ

○
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

覚
書

G
en

er
al

 M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

ス
テ

ラ
・

マ
リ

ス
・

ム
ト

ワ
ラ

・
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

S
te

lla
 M

ar
is

 M
tw

ar
a 

U
ni

ve
rs

ity
 C

o
lle

ge
タ

ン
ザ

ニ
ア

○
○

私
立

龍
谷

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

覚
書

G
en

er
al

 M
em

o
ra

nd
um

 o
f 
U

nd
er

st
an

di
ng

マ
ラ

ウ
イ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

al
aw

i
マ

ラ
ウ

イ
○

○
私

立
龍

谷
大

学
個

別
的

な
協

定
学

生
交

換
S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

ク
ワ

ズ
ー

ル
・

ナ
タ

ー
ル

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
K
w

az
ul

u-
N

at
al

南
ア

フ
リ

カ
○

○

私
立

龍
谷

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
換

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

ア
ゴ

ス
テ

ィ
ー

ニ
ョ

ネ
ト

大
学

理
学

部
・

工
学

部
A
go

st
in

ho
 N

et
o
 U

ni
ve

rs
ity

ア
ン

ゴ
ラ

○
○

私
立

龍
谷

大
学

個
別

的
な

協
定

学
生

交
換

S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
A
gr

ee
m

en
t

マ
ラ

ウ
イ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

al
aw

i
マ

ラ
ウ

イ
○

○
私

立
大

阪
学

院
大

学
個

別
的

な
協

定
学

術
交

流
協

定
M

em
o
ra

nd
um

 o
f 
A
gr

ee
m

en
t

ネ
ル

ソ
ン

・
マ

ン
デ

ラ
大

学
N

el
so

n 
M

an
de

la
 U

ni
ve

rs
ity

南
ア

フ
リ

カ
○

○
○

私
立

大
阪

国
際

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

学
術

交
流

に
関

す
る

協
定

書
A
gr

ee
m

en
t 
fo

r 
A
ca

de
m

ic
 In

te
rc

ha
ng

e
ミ

ル
ト

ン
・

マ
ル

ガ
イ

・
カ

レ
ッ

ジ
・

オ
ブ

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ン

ド
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

M
ilt

o
n
 M

ar
g
ai

 C
o
lle

g
e
 o

f 
E
d
u
ca

tio
n
 a

n
d 

Te
ch

no
lo

gy
シ

エ
ラ

レ
オ

ネ
○

○
○

私
立

関
西

外
国

語
大

学
個

別
的

な
協

定
交

換
留

学
協

定
S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

ユ
ナ

イ
テ

ッ
ド

ス
テ

イ
ツ

国
際

大
学

ア
フ

リ
カ

U
n
it
e
d
 S

ta
te

s 
In

te
rn

a
ti
o
n
a
l 

U
n
iv

e
rs

it
y,

 
A
fr
ic

a
ケ

ニ
ア

○
○

私
立

関
西

外
国

語
大

学
個

別
的

な
協

定
交

換
留

学
協

定
S
tu

de
nt

 E
xc

ha
ng

e 
P
ro

gr
am

ク
ワ

ズ
ー

ル
ナ

タ
ー

ル
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 
K
w

aZ
ul

u-
N

at
al

南
ア

フ
リ

カ
○

○
私

立
岡

山
理

科
大

学
個

別
的

な
協

定
教

育
交

流
協

定
E
D

U
C

A
TI

O
N

A
L 

E
X
C

H
A
N

G
E
 A

G
R

E
E
M

E
N

T
高

等
技

術
大

学
IS

T
A
, 
R

D
C

コ
ン

ゴ
共

和
国

○
○

私
立

倉
敷

芸
術

科
学

大
学

包
括

的
な

協
定

【
単

体
】

教
育

交
流

協
定

E
du

ca
tio

na
l A

gr
ee

m
en

t
高

等
技

術
大

学
IS

T
A
, 
R

D
C

コ
ン

ゴ
民

主
共

和
国

○
○

私
立

聖
カ

タ
リ

ナ
大

学
個

別
的

な
協

定
聖

ト
マ

ス
大

学
（

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

共
和

国
）・

聖
カ

タ
リ

ナ
大

学
（

日
本

）
相

互
協

力
協

定
書

A
g

re
e
m

e
n

t 
o

f 
A

c
a
d

e
m

ic
 C

o
o

p
e
ra

ti
o

n 
B
et

w
ee

n 
P
o
rt
ifi

ca
 U

ni
ve

rs
id

e 
S
ao

 T
o
m

as
 d
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表紙と裏表紙の写真について

表紙

右端（上）：ザンビアのイベントで日本留学について案内をする留学コーディネーター
右端（下）：北海道大学大学院総合化学院博士課程を修了したザンビア出身の留学生
中央（右）：北海道大学大学院獣医学研究院で学ぶザンビア出身の留学生
中央（左）：ガーナで実施した日本留学フェア　北海道大学のブース
左端：北海道大学大学院保健科学院博士課程で学ぶエチオピア出身の留学生

裏表紙

右端：ウガンダのマケレレ大学　2019 年 2 月に共催で日本留学フェアを開催
中央（右）：北海道大学大学院工学院博士課程で学ぶマラウイ出身の留学生
中央（左・上）：北海道大学大学院国際感染症学院で学ぶマラウイ出身の留学生
中央（左・下）：ザンビア大学で実施されている日本語公開講座
左端：ウガンダの高校で日本留学について案内をする留学コーディネーター
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